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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、多重化の方式を判別可能
な判別情報を含む前記物理層フレームを生成する生成部と、
　前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部と
　を備え、
　前記判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報であり、
　前記シグナリングは、P1シンボルのP1シグナリングである
　送信装置。
【請求項２】
　前記多重化の方式は、周波数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化方式（TDM）、及び
階層分割多重化方式（LDM）のうちの少なくとも１つの方式を含んでいる
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、多重化の方式を判別可能
な判別情報を含む前記物理層フレームを生成し、
　前記物理層フレームを、放送信号として送信する
　ステップを含み、
　前記判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報であり、
　前記シグナリングは、P1シンボルのP1シグナリングである
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　送信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、送信装置、及び、送信方法に関し、特に、複数の多重化の方式を、同一の放
送システムで実現する場合に、より柔軟な運用を行うことができるようにした送信装置、
及び、送信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、地上デジタルテレビ放送の放送方式として、日本等が採用するISDB-T(Integra
ted Services Digital Broadcasting - Terrestrial)においては、放送信号の多重化の方
式として、周波数分割多重化方式（FDM：Frequency Division Multiplexing）が採用され
ている（例えば、非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】ARIB STD-B31 2.2版 一般社団法人 電波産業会
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、地上デジタルテレビ放送の次世代に向けた高度化の検討が行われている。次
世代の地上デジタルテレビ放送においては、周波数分割多重化方式（FDM）のほか、時分
割多重化方式（TDM：Time Division Multiplexing）や階層分割多重化方式（LDM：Layere
d Division Multiplexing）などの多重化の方式を用いた複数の放送システムが検討され
ている。
【０００５】
　しかしながら、現状では、複数の多重化の方式を、同一の放送システムにより実現する
ための技術方式は確立されておらず、複数の多重化の方式を、同一の放送システムで実現
する場合に、より柔軟な運用を行うための提案が要請されていた。
【０００６】
　本技術はこのような状況に鑑みてなされたものであり、複数の多重化の方式を、同一の
放送システムで実現する場合に、より柔軟な運用を行うことができるようにするものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本技術の第１の側面の送信装置は、所定の多重化の方式で多重化された物理層フレーム
であって、多重化の方式を判別可能な判別情報を含む前記物理層フレームを生成する生成
部と、前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部とを備え、前記判別情報は
、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報であり、前記シグナリング
は、P1シンボルのP1シグナリングである送信装置である。
【０００８】
　本技術の第１の側面の送信装置は、独立した装置であってもよいし、１つの装置を構成
している内部ブロックであってもよい。また、本技術の第１の側面の送信方法は、上述し
た本技術の第１の側面の送信装置に対応する送信方法である。
【０００９】
　本技術の第１の側面の送信装置、及び、送信方法においては、所定の多重化の方式で多
重化された物理層フレームであって、多重化の方式を判別可能な判別情報を含む前記物理
層フレームが生成され、前記物理層フレームが、放送信号として送信される。また、前記
判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報とされ、前記シ
グナリングは、P1シンボルのP1シグナリングとされる。
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【００１０】
　本技術の第１の側面の受信装置は、放送信号を受信する受信部と、前記放送信号から得
られる物理層フレームに含まれる判別情報に基づいて、所定の多重化の方式で多重化され
た前記物理層フレームの多重化の方式を判別し、前記物理層フレームを処理する処理部と
を備え、前記判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報で
あり、前記シグナリングは、P1シンボルのP1シグナリングである受信装置である。
【００１１】
　本技術の第１の側面の受信装置は、独立した装置であってもよいし、１つの装置を構成
している内部ブロックであってもよい。また、本技術の第１の側面の受信方法は、上述し
た本技術の第１の側面の受信装置に対応する受信方法である。
【００１２】
　本技術の第１の側面の受信装置、及び、受信方法においては、放送信号が受信され、前
記放送信号から得られる物理層フレームに含まれる判別情報に基づいて、所定の多重化の
方式で多重化された前記物理層フレームの多重化の方式が判別され、前記物理層フレーム
が処理される。また、前記判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリ
ングの情報とされ、前記シグナリングは、P1シンボルのP1シグナリングとされる。
【００１３】
　本技術の第２の側面の送信装置は、所定の多重化の方式で多重化された物理層フレーム
であって、その先頭に、物理層のシグナリングが集中して配置された前記物理層フレーム
を生成する生成部と、前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部とを備える
送信装置である。
【００１４】
　本技術の第２の側面の送信装置は、独立した装置であってもよいし、１つの装置を構成
している内部ブロックであってもよい。また、本技術の第２の側面の送信方法は、上述し
た本技術の第２の側面の送信装置に対応する送信方法である。
【００１５】
　本技術の第２の側面の送信装置、及び、送信方法においては、所定の多重化の方式で多
重化された物理層フレームであって、その先頭に、物理層のシグナリングが集中して配置
された前記物理層フレームが生成され、前記物理層フレームが、放送信号として送信され
る。
【００１６】
　本技術の第２の側面の受信装置は、放送信号を受信する受信部と、前記放送信号から得
られる物理層フレームの先頭に集中して配置された物理層のシグナリングを取得し、前記
物理層フレームを処理する処理部とを備える受信装置である。
【００１７】
　本技術の第２の側面の受信装置は、独立した装置であってもよいし、１つの装置を構成
している内部ブロックであってもよい。また、本技術の第２の側面の受信方法は、上述し
た本技術の第２の側面の受信装置に対応する受信方法である。
【００１８】
　本技術の第２の側面の受信装置、及び、受信方法においては、放送信号が受信され、前
記放送信号から得られる物理層フレームの先頭に集中して配置された物理層のシグナリン
グが取得され、前記物理層フレームが処理される。
【００１９】
　本技術の第３の側面の送信装置は、所定の多重化の方式で多重化された物理層フレーム
であって、階層ごとに、P2シンボルのP2シグナリングが配置された前記物理層フレームを
生成する生成部と、前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部とを備える送
信装置である。
【００２０】
　本技術の第３の側面の送信装置は、独立した装置であってもよいし、１つの装置を構成
している内部ブロックであってもよい。また、本技術の第３の側面の送信方法は、上述し
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た本技術の第３の側面の送信装置に対応する送信方法である。
【００２１】
　本技術の第３の側面の送信装置、及び、送信方法においては、所定の多重化の方式で多
重化された物理層フレームであって、階層ごとに、P2シンボルのP2シグナリングが配置さ
れた前記物理層フレームが生成され、前記物理層フレームが、放送信号として送信される
。
【００２２】
　本技術の第３の側面の受信装置は、放送信号を受信する受信部と、前記放送信号から得
られる物理層フレームの階層ごとに配置されたP2シンボルのP2シグナリングを取得し、前
記物理層フレームを処理する処理部とを備える受信装置である。
【００２３】
　本技術の第３の側面の受信装置は、独立した装置であってもよいし、１つの装置を構成
している内部ブロックであってもよい。また、本技術の第３の側面の受信方法は、上述し
た本技術の第３の側面の受信装置に対応する受信方法である。
【００２４】
　本技術の第３の側面の受信装置、及び、受信方法においては、放送信号が受信され、前
記放送信号から得られる物理層フレームの階層ごとに配置されたP2シンボルのP2シグナリ
ングが取得され、前記物理層フレームが処理される。
【発明の効果】
【００２５】
　本技術の第１の側面乃至第３の側面によれば、複数の多重化の方式を、同一の放送シス
テムで実現する場合に、より柔軟な運用を行うことができる。
【００２６】
　なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載され
たいずれかの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本技術を適用した伝送システムの一実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】図１のデータ処理装置と送信装置の構成例を示すブロック図である。
【図３】図１の受信装置の構成例を示すブロック図である。
【図４】本技術を適用した物理層フレームの構成の概念を説明する図である。
【図５】時分割多重化方式（TDM）の場合の物理層フレームの第１の構成例を示す図であ
る。
【図６】時分割多重化方式（TDM）の場合の物理層フレームの第２の構成例を示す図であ
る。
【図７】周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレームの構成例を示す図である
。
【図８】周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレーム構成の詳細を示す図であ
る。
【図９】階層分割多重化方式（LDM）の場合の物理層フレームの構成例を示す図である。
【図１０】現状のフレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成を示す図であ
る。
【図１１】本技術のフレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成の概要を示
す図である。
【図１２】現状の構成と本技術の構成の比較を示す図である。
【図１３】gの値と、FFTサイズ、サンプル、最大伝送速度、及びロバスト伝送速度との関
係を示す図である。
【図１４】FFT = 512の場合のBLERとSNRとの関係を表した図である。
【図１５】FFT = 1024の場合のBLERとSNRとの関係を表した図である。
【図１６】FFT = 2048の場合のBLERとSNRとの関係を表した図である。
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【図１７】FFT = 4096の場合のBLERとSNRとの関係を表した図である。
【図１８】FFT = 8192の場合のBLERとSNRとの関係を表した図である。
【図１９】周波数分割多重化方式（FDM）で、部分帯域の受信を行う場合の階層の構成を
示す図である。
【図２０】周波数分割多重化方式（FDM）で、部分帯域の受信を行う場合に、FFT = 1024
となるときのBLERとSNRとの関係を表した図である。
【図２１】本技術のフレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成を示す図で
ある。
【図２２】FFTサイズ、シンボル当たりのサンプル、最大伝送速度、ロバスト伝送速度、
シンボル数、最大ビット数、及びトータルサンプルの関係を示す図である。
【図２３】時分割多重化方式（TDM）の場合のP2シンボルの構成例を示す図である。
【図２４】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP2シンボルの第１の構成例を示す図で
ある。
【図２５】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP2シンボルの第２の構成例を示す図で
ある。
【図２６】階層分割多重化方式（LDM）の場合のP2シンボルの第１の構成例を示す図であ
る。
【図２７】階層分割多重化方式（LDM）の場合のP2シンボルの第２の構成例を示す図であ
る。
【図２８】フレーム同期シンボル（FSS）の同期パターンの例を示す図である。
【図２９】時分割多重化方式（TDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示す
図である。
【図３０】図２９のP1_P2_waveform_structureの例を示す図である。
【図３１】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を
示す図である。
【図３２】図３１のP1_P2_waveform_structureの例を示す図である。
【図３３】階層分割多重化方式（LDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【図３４】図３３のP1_P2_waveform_structureの例を示す図である。
【図３５】FFTサイズとGIとの組み合わせの例を示す図である。
【図３６】FFTサイズとGIとパイロットパターンとの組み合わせの例を示す図である。
【図３７】時分割多重化方式（TDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示す
図である。
【図３８】図３７のP1_Frame_Multiplexingの例を示す図である。
【図３９】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を
示す図である。
【図４０】図３９のP1_Frame_Multiplexingの例を示す図である。
【図４１】階層分割多重化方式（LDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【図４２】図４１のP1_Frame_Multiplexingの例を示す図である。
【図４３】時分割多重化方式（TDM）の場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を示す
図である。
【図４４】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を
示す図である。
【図４５】階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【図４６】共通化した場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示す図である。
【図４７】共通化した場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を示す図である。
【図４８】時分割多重化方式（TDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第１の例
を示す図である。
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【図４９】時分割多重化方式（TDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２の例
を示す図である。
【図５０】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第１
の例を示す図である。
【図５１】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２
の例（階層Ａ）を示す図である。
【図５２】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２
の例（階層Ｂ）を示す図である。
【図５３】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第３
の例（階層Ａ）を示す図である。
【図５４】周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第３
の例（階層Ｂ）を示す図である。
【図５５】階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第１の
例を示す図である。
【図５６】階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２の
例（階層k）を示す図である。
【図５７】階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２の
例（階層k+1）を示す図である。
【図５８】階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第３の
例（階層k）を示す図である。
【図５９】階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第３の
例（階層k+1）を示す図である。
【図６０】本技術を適用した物理層フレームにおけるL1シグナリングの集中配置の例を示
す図である。
【図６１】周波数分割多重化方式（FDM）と、階層分割多重化方式（LDM）の場合のフレー
ム同期シンボル（FSS）、P1シンボル（P1）、及びP2シンボル（P2）の配置の例を示す図
である。
【図６２】時分割多重化方式（TDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理を説
明する図である。
【図６３】周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理
を説明する図である。
【図６４】周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理
を説明する図である。
【図６５】周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理
を説明する図である。
【図６６】階層分割多重化方式（LDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理を
説明する図である。
【図６７】第１の解決手法（同期パターン解決手法）に対応する送信側と受信側の処理の
流れを説明するフローチャートである。
【図６８】第１の解決手法（P1シグナリング解決手法）に対応する送信側と受信側の処理
の流れを説明するフローチャートである。
【図６９】第２の解決手法に対応する送信側と受信側の処理の流れを説明するフローチャ
ートである。
【図７０】第３の解決手法（FDM対応）に対応する送信側と受信側の処理の流れを説明す
るフローチャートである。
【図７１】第３の解決手法（LDM対応）に対応する送信側と受信側の処理の流れを説明す
るフローチャートである。
【図７２】コンピュータの構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
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　以下、図面を参照しながら本技術の実施の形態について説明する。なお、説明は以下の
順序で行うものとする。
【００２９】
１．システムの構成
２．本技術の概要
３．フレーム構成
４．第１の解決手法：多重化の方式（FDM，TDM，LDM）を判別する手法
（１）同期パターン解決手法
（２）P1シグナリング解決手法
５．P2シグナリングの構成
（１）L1Bシグナリングの構成
（２）L1Dシグナリングの構成
６．第２の解決手法：フレーム同期までの時間を短縮化する手法
７．第３の解決手法：プリアンブルをFDM化又はTDM化する手法
８．受信装置の動作
９．各解決手法に対応した処理の流れ
１０．変形例
１１．コンピュータの構成
【００３０】
＜１．システムの構成＞
【００３１】
（伝送システムの構成例）
　図１は、本技術を適用した伝送システムの一実施の形態の構成を示すブロック図である
。なお、システムとは、複数の装置が論理的に集合したものをいう。
【００３２】
　図１において、伝送システム１は、各放送局に関連する施設に設置されるデータ処理装
置１０－１乃至１０－Ｎ（Ｎは１以上の整数）と、送信所に設置される送信装置２０と、
エンドユーザが所有する受信装置３０－１乃至３０－Ｍ（Ｍは１以上の整数）から構成さ
れる。
【００３３】
　また、この伝送システム１において、データ処理装置１０－１乃至１０－Ｎと、送信装
置２０とは、通信回線４０－１乃至４０－Ｎを介して、接続されている。なお、通信回線
４０－１乃至４０－Ｎは、例えば専用線とすることができる。
【００３４】
　データ処理装置１０－１は、放送局Ａにより制作された放送番組等のコンテンツを処理
し、その結果得られる伝送データを、通信回線４０－１を介して送信装置２０に送信する
。
【００３５】
　データ処理装置１０－２乃至１０－Ｎにおいては、データ処理装置１０－１と同様に、
放送局Ｂや放送局Ｚ等の各放送局により制作された放送番組等のコンテンツが処理され、
その結果得られる伝送データが、通信回線４０－２乃至４０－Ｎを介して、送信装置２０
に送信される。
【００３６】
　送信装置２０は、通信回線４０－１乃至４０－Ｎを介して、放送局側のデータ処理装置
１０－１乃至１０－Ｎから送信されてくる伝送データを受信する。送信装置２０は、デー
タ処理装置１０－１乃至１０－Ｎからの伝送データを処理し、その結果得られる放送信号
を、送信所に設置された送信用アンテナから送信する。
【００３７】
　これにより、送信所側の送信装置２０からの放送信号は、放送伝送路５０を介して、受
信装置３０－１乃至３０－Ｍに送信される。
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【００３８】
　受信装置３０－１乃至３０－Ｍは、テレビ受像機やセットトップボックス（STB：Set T
op Box）、録画機、ゲーム機、ネットワークストレージなどの固定受信機、あるいはスマ
ートフォンや携帯電話機、タブレット型コンピュータ等のモバイル受信機である。また、
受信装置３０－１乃至３０－Ｍは、例えば車載テレビなどの車両に搭載される車載機器や
、ヘッドマウントディスプレイ（HMD：Head Mounted Display）等のウェアラブルコンピ
ュータなどであってもよい。
【００３９】
　受信装置３０－１は、放送伝送路５０を介して、送信装置２０から送信されてくる放送
信号を受信して処理することで、エンドユーザによる選局操作に応じた放送番組等のコン
テンツを再生する。
【００４０】
　受信装置３０－２乃至３０－Ｍにおいては、受信装置３０－１と同様に、送信装置２０
からの放送信号が処理され、エンドユーザによる選局操作に応じたコンテンツが再生され
る。
【００４１】
　なお、伝送システム１において、放送伝送路５０は、地上波（地上波放送）のほか、例
えば、放送衛星（BS：Broadcasting Satellite）や通信衛星（CS：Communications Satel
lite）を利用した衛星放送、あるいは、ケーブルを用いた有線放送（CATV：Common Anten
na TeleVision）などであってもよい。
【００４２】
　また、以下の説明では、放送局側のデータ処理装置１０－１乃至１０－Ｎを、特に区別
する必要がない場合には、データ処理装置１０と称する。また、受信装置３０－１乃至３
０－Ｍを、特に区別する必要がない場合には、受信装置３０と称する。
【００４３】
（送信側の装置の構成）
　図２は、図１のデータ処理装置１０と送信装置２０の構成例を示すブロック図である。
【００４４】
　図２において、データ処理装置１０は、コンポーネント処理部１１１、シグナリング生
成部１１２、マルチプレクサ１１３、及びデータ処理部１１４から構成される。
【００４５】
　コンポーネント処理部１１１は、放送番組等のコンテンツを構成するコンポーネントの
データを処理し、その結果得られるコンポーネントのストリームを、マルチプレクサ１１
３に供給する。ここで、コンポーネントのデータは、例えば、ビデオやオーディオ、字幕
等のデータであり、これらのデータに対し、例えば、所定の符号化方式に準拠した符号化
処理などの処理が行われる。
【００４６】
　シグナリング生成部１１２は、コンテンツの選局や再生等の上位層の処理で用いられる
シグナリングを生成し、マルチプレクサ１１３に供給する。また、シグナリング生成部１
１２は、物理層の処理で用いられるシグナリングを生成し、データ処理部１１４に供給す
る。
【００４７】
　なお、シグナリングは、制御情報とも称される。また、以下の説明では、シグナリング
のうち、物理層の処理で用いられるシグナリングを、物理層のシグナリング（L1シグナリ
ング）と称する一方で、物理層よりも上位の層である上位層（アッパー層）の処理で用い
られるシグナリングを、上位層のシグナリングと称して区別する。
【００４８】
　マルチプレクサ１１３は、コンポーネント処理部１１１から供給されるコンポーネント
のストリームと、シグナリング生成部１１２から供給される上位層のシグナリングのスト
リームとを多重化し、その結果得られるストリームを、データ処理部１１４に供給する。
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なお、ここでは、アプリケーションや時刻情報などの他のストリームが多重化されるよう
にしてもよい。
【００４９】
　データ処理部１１４は、マルチプレクサ１１３から供給されるストリームを処理して、
所定の形式のパケット（フレーム）を生成する。また、データ処理部１１４は、所定の形
式のパケットと、シグナリング生成部１１２からの物理層のシグナリングを処理して、伝
送データを生成し、通信回線４０を介して送信装置２０に送信する。
【００５０】
　図２において、送信装置２０は、データ処理部２１１及び変調部２１２から構成される
。
【００５１】
　データ処理部２１１は、通信回線４０を介して、データ処理装置１０から送信されてく
る伝送データを受信して処理し、その結果得られる所定の形式のパケット（フレーム）と
、物理層のシグナリングの情報を抽出する。
【００５２】
　データ処理部２１１は、所定の形式のパケット（フレーム）と、物理層のシグナリング
の情報を処理することで、所定の放送方式に準拠した物理層のフレーム（物理層フレーム
）を生成し、変調部２１２に供給する。
【００５３】
　変調部２１２は、データ処理部２１１から供給される物理層フレームに対し、必要な処
理（変調処理）を施して、その結果得られる放送信号を、送信所に設置された送信用アン
テナから送信する。
【００５４】
　データ処理装置１０と送信装置２０は、以上のように構成される。
【００５５】
（受信側の装置の構成）
　図３は、図１の受信装置３０の構成例を示すブロック図である。
【００５６】
　図３において、受信装置３０は、RF部３１１、復調部３１２、及びデータ処理部３１３
から構成される。
【００５７】
　RF部３１１は、例えば、チューナ等から構成される。RF部３１１は、アンテナ３２１を
介して受信した放送信号に対し、必要な処理を施し、それにより得られる信号を、復調部
３１２に供給する。
【００５８】
　復調部３１２は、例えば、復調LSI(Large Scale Integration)等から構成される。復調
部３１２は、RF部３１１から供給される信号に対し、復調処理を行う。この復調処理では
、例えば、物理層のシグナリングに従い、物理層フレームが処理され、所定の形式のパケ
ットが得られる。復調処理で得られたパケットは、データ処理部３１３に供給される。
【００５９】
　データ処理部３１３は、例えば、メインSoC(System On Chip)等から構成される。デー
タ処理部３１３は、復調部３１２から供給されるパケットに対し、所定の処理を行う。こ
こでは、例えば、パケットに含まれる上位層のシグナリングに基づいて、ストリームの復
号処理や再生処理などが行われる。
【００６０】
　データ処理部３１３の処理で得られるビデオやオーディオ、字幕等のデータは、後段の
回路に出力される。これにより、受信装置３０では、放送番組等のコンテンツが再生され
、その映像や音声が出力されることになる。
【００６１】
　受信装置３０は、以上のように構成される。
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【００６２】
＜２．本技術の概要＞
【００６３】
　上述したように、日本では、地上デジタルテレビ放送の放送方式として、ISDB-Tが採用
されている（例えば、上記の非特許文献１参照）。
【００６４】
　ISDB-Tにおいては、主に固定受信機向けの放送であり、12セグメントを使用したハイビ
ジョン放送と、主にモバイル受信機向けの放送であり、１セグメントを使用した「携帯電
話・移動体端末向けの１セグメント部分受信サービス」（ワンセグ放送）が規定されてい
る。
【００６５】
　その一方で、日本では、地上デジタルテレビ放送の次世代に向けた高度化の検討が開始
されている。現行のISDB-Tでは、放送信号の多重化の方式として、周波数分割多重化方式
（FDM：Frequency Division Multiplexing）が採用されている。
【００６６】
　次世代の地上デジタルテレビ放送においては、周波数分割多重化方式（FDM）のほか、
時分割多重化方式（TDM：Time Division Multiplexing）や階層分割多重化方式（LDM：La
yered Division Multiplexing）などの多重化の方式を用いた複数の放送システムが検討
されている。
【００６７】
　しかしながら、現状では、複数の多重化の方式を、同一の放送システムにより実現する
ための技術方式は確立されておらず、複数の多重化の方式を、同一の放送システムで実現
する場合に、より柔軟な運用を行うための提案が要請されていた。
【００６８】
　本技術では、このような要請に応えるために、以下の３つの解決手法を提案する。
【００６９】
　第１に、複数の多重化の方式（FDM，TDM，LDM）を、同一の放送システムで実現する場
合に、多重化の方式を判別することができないという課題があったが、この課題は、第１
の解決手法により解決するものとする。
【００７０】
　すなわち、第１の解決手法では、物理層フレームにおいて、共通のフレーム同期シンボ
ル（FSS：Frame Sync Symbol）で、異なる同期パターンを用いるか、あるいは、共通のフ
レーム同期シンボル（FSS）で、同一の同期パターンであるが、P1シンボル（Preamble 1 
Symbol）のP1シグナリングの情報を用いることで、多重化の方式を判別できるようにする
。
【００７１】
　なお、以下の説明では、この第１の解決手法のうち、前者を、同期パターン解決手法と
称し、後者を、P1シグナリング解決手法と称する。
【００７２】
　第２に、現行のISDB-Tなど、周波数分割多重化方式（FDM）を採用した場合、物理層フ
レームにおいて、TMCC(Transmission Multiplexing Configuration Control)情報等のL1
シグナリングが分散して配置されているため、受信装置３０では、同期をとるまでに必ず
１フレームは要するという課題があったが、この課題は、第２の解決手法により解決する
ものとする。
【００７３】
　すなわち、第２の解決手法では、物理層フレームにおいて、当該フレームの先頭に、L1
シグナリングを集中して配置することで、受信装置３０では、迅速にL1シグナリングを取
得して、同期をとるまでの時間を短縮できるようにする。
【００７４】
　第３に、現状の技術では、物理層フレームのペイロード（Payload）は、周波数分割多
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重化方式（FDM）又は階層分割多重化方式（LDM）を適用して、FDM化又はLDM化することは
可能であるが、フレーム同期シンボル（FSS）やプリアンブル（Preamble）は、FDM化又は
LDM化することができないという課題があったが、この課題は、第３の解決手法により解
決するものとする。
【００７５】
　すなわち、第３の解決手法では、周波数分割多重化方式（FDM）又は階層分割多重化方
式（LDM）の場合に、階層ごとに、P2シンボル（Preamble 2 Symbol）を配置することで、
プリアンブルを、FDM化又はLDM化できるようにする。
【００７６】
　なお、例えば、次世代地上デジタルテレビ放送の放送方式の１つであるATSC(Advanced 
Television Systems Committee)3.0では、物理層フレームのペイロードを、FDM化又はLDM
化することができる。
【００７７】
　このように、本技術では、以上の３つの解決手法（技術的特徴）によって、複数の多重
化の方式（FDM，TDM，LDM）を、同一の放送システムで実現する場合に、より柔軟な運用
を行うことができるようにする。
【００７８】
　以下、このような本技術の解決手法（技術的特徴）を、具体的な実施の形態を参照しな
がら説明する。ただし、以下の説明では、最初に、物理層フレームの構成について説明し
てから、その後に、３つの解決手法について説明するものとする。
【００７９】
＜３．フレーム構成＞
【００８０】
（フレーム構成の概念）
　図４は、本技術を適用した物理層フレームの構成の概念を説明する図である。
【００８１】
　本技術を適用した物理層フレームは、１つのフレーム同期シンボル（FSS：Frame Sync 
Symbol）と、１以上のP1シンボル（P1：Preamble 1 Symbol(s)）と、１以上のP2シンボル
（P2：Preamble 2 Symbol(s)）と、１以上のデータ（Data）から構成される。
【００８２】
　フレーム同期シンボル（FSS）は、物理層フレームの先頭に挿入される。なお、フレー
ム同期シンボル（FSS）は、ロバストに構成することができる。
【００８３】
　P1シンボル（P1）は、第１プリアンブル（Preamble 1）である。また、P2シンボル（P2
）は、第２プリアンブル（Preamble 2）である。
【００８４】
　ここで、例えば、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）は、ATSC3.0で規定
される物理層フレームを構成するブートストラップ（Bootstrap）に相当し、P2シンボル
（P2）は、プリアンブル（Preamble）に相当している（例えば、下記の非特許文献２参照
）。
【００８５】
　非特許文献２：ATSC Standard：A/321, System Discovery and Signaling
【００８６】
　P1シンボル（P1）とP2シンボル（P2）は、物理層のシグナリング（L1シグナリング）を
含む。ここでは、P1シンボル（P1）のシグナリングを、P1シグナリングと称する。また、
P2シンボル（P2）のシグナリングを、P2シグナリングと称する。
【００８７】
　また、P2シグナリングは、固定長部分のL1-Basic（以下、L1Bシグナリングともいう）
と、可変長部分のL1-Detail（以下、L1Dシグナリングともいう）とに分けることができる
。なお、P1シグナリングとP2シグナリングの詳細は、後述する。
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【００８８】
　データ（Data）は、複数のデータシンボル（Data Symbol）から構成される。なお、デ
ータ（Data）には、必要に応じて、フレームの境界を示すバウンダリシンボル（BS：Boun
dary Symbol）が配置される。
【００８９】
　本技術を適用した物理層フレームは、以上のように構成することができる。
【００９０】
　なお、図４に示した物理層フレームにおいては、例えば、フレーム同期シンボル（FSS
）とP1シンボル（P1）は、上記の非特許文献２に開示されているシンボル（に類似するシ
ンボル）とし、P2シンボル（P2）とデータ（データシンボル）は、OFDMシンボルとするこ
とができる。ここで、OFDM(Orthogonal Frequency Division Multiplexing)（直交周波数
分割多重）では、伝送帯域内に多数の直交するサブキャリア（副搬送波）が設けられ、デ
ジタル変調が行われる。
【００９１】
　また、図４に示した物理層フレームの構成の概念は、時分割多重化方式（TDM）、周波
数分割多重化方式（FDM）、又は階層分割多重化方式（LDM）のいずれの多重化の方式を採
用した場合においても同様である。以下、これらの多重化の方式ごとに、物理層フレーム
の構成の詳細について説明する。
【００９２】
（１）時分割多重化方式（TDM）の物理層フレームの構成
【００９３】
（第１の構成例）
　図５は、時分割多重化方式（TDM）の場合の物理層フレームの第１の構成例を示す図で
ある。
【００９４】
　時分割多重化方式（TDM）は、複数の放送信号を時間的に配列して１つの伝送路で伝送
を行うことができるようにする多重化の方式である。
【００９５】
　図５においては、図中の左側から右側に向かう方向を周波数（Freq）の方向とし、図中
の上側から下側に向かう方向を時間（Time）の方向としたときにおける、時分割多重化方
式（TDM）を用いた場合の物理層フレームの構成を表している。
【００９６】
　図５において、物理層フレームは、時系列で伝送されるが、各物理層フレームの先頭に
は、フレーム同期シンボル（FSS）が挿入される。ここでは、時系列で伝送される複数の
物理層フレームのうち、物理層フレームn（Frame n）の構成を代表して説明する。
【００９７】
　図５の物理層フレームnは、フレーム同期シンボル（FSS）、P1シンボル（P1）、P2シン
ボル（P2）、フレーム（Frame）、及びバウンダリシンボル（BS）から構成される。物理
層フレームnにおいては、P1シンボルとP2シンボル（のL1シグナリング）を取得した後に
、それに続いたフレームを取得することが可能となる。
【００９８】
　また、図５の物理層フレームnにおいては、データシンボルとしてのフレーム（Frame）
と、バウンダリシンボル（BS）が、データ（Data）に相当している。ここで、バウンダリ
シンボルは、フレームの終端に挿入されるシンボルを表している。
【００９９】
　なお、図５においては、複数の物理層フレームのうち、物理層フレームｎの構成を代表
して説明したが、物理層フレームn+1などの他の物理層フレームも同様に構成され、時系
列で伝送されることになる。
【０１００】
（第２の構成例）
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　図６は、時分割多重化方式（TDM）の場合の物理層フレームの第２の構成例を示す図で
ある。
【０１０１】
　図６において、物理層フレームnは、図５の物理層フレームnと比べて、１つのフレーム
（Frame）の代わりに、１以上のサブフレーム（SubFrame）が配置される点が異なってい
る。図６の物理層フレームnには、サブフレームn（SubFrame n）と、サブフレームn+1（S
ubFrame n+1）の２つのサブフレームが配置されている。
【０１０２】
　図６の物理層フレームnにおいては、P1シンボルとP2シンボル（のL1シグナリング）を
取得した後に、それに続いたサブフレームnとサブフレームn+1を取得することが可能とな
る。
【０１０３】
　ここで、図６の物理層フレームnにおいて、２以上のサブフレームが配置される場合に
は、サブフレームごとに、例えば、FFTサイズやガードインターバル長、パイロットパタ
ーンなどの変調パラメータを変更することができる。
【０１０４】
　また、各サブフレームには、当該サブフレームの始端と終端に挿入されるシンボルを表
すサブフレームバウンダリシンボル（Subframe Boundary Symbol）が挿入される。そして
、物理層フレームnにおいては、データシンボルとしてのサブフレームと、サブフレーム
バウンダリシンボルとが、データ（Data）に相当している。
【０１０５】
　時分割多重化方式（TDM）を用いた場合の物理層フレームは、以上のように構成するこ
とができる。
【０１０６】
（２）周波数分割多重化方式（FDM）の物理層フレームの構成
【０１０７】
（フレーム構成例）
　図７は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレームの構成例を示す図であ
る。
【０１０８】
　周波数分割多重化方式（FDM）は、複数の放送信号を伝送する周波数帯域を分割して１
つの伝送路で伝送を行うことができるようにする多重化の方式である。
【０１０９】
　図７においては、図中の左側から右側に向かう方向を周波数（Freq）の方向とし、図中
の上側から下側に向かう方向を時間（Time）の方向としたときにおける、周波数分割多重
化方式（FDM）を用いた場合の物理層フレームの構成を表している。
【０１１０】
　図７において、物理層フレームは、時系列で伝送されるが、各物理層フレームの先頭に
は、フレーム同期シンボル（FSS）が挿入され、さらに、それに続いてP1シンボル（P1）
が挿入される。
【０１１１】
　また、周波数分割多重化方式（FDM）を用いる場合には、所定の周波数帯域（例えば6MH
z）が、複数のセグメントに周波数分割される。そして、１又は複数のセグメントをまと
めることで、階層が構成される。例えば、図７においては、35セグメントに周波数分割し
て、図中の中央の9セグメントにより、階層Ａ（Layer A）が構成され、左右の残りのセグ
メントにより、階層Ｂ（Layer B）が構成される。
【０１１２】
　図７の物理層フレームnにおいては、階層Ａと階層Ｂの階層ごとに、P2シンボル（P2）
と、データシンボルとしてのフレーム（Frame）と、バウンダリシンボル（BS）が配置さ
れる。
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【０１１３】
　ここで、図８には、図７の物理層フレームの構成の詳細を示している。図８においては
、階層Ａと階層Ｂの階層ごとのP2シンボル、データシンボル、及びバウンダリシンボルが
、図中の四角で表したセグメント単位で示されている。
【０１１４】
　すなわち、図８では、周波数分割多重化方式（FDM）を用いることで、例えば、35セグ
メントに周波数分割されている場合に、中央の階層Ａは、9セグメントから構成され、左
右の階層Ｂは、残りの26セグメントから構成されている。なお、図中の四角で表した各セ
グメントは、同一のサブキャリアの数で構成される。
【０１１５】
　周波数分割多重化方式（FDM）を用いた場合の物理層フレームは、以上のように構成す
ることができる。
【０１１６】
（３）階層分割多重化方式（LDM）の物理層フレームの構成
【０１１７】
（フレーム構成例）
　図９は、階層分割多重化方式（LDM）の場合の物理層フレームの構成例を示す図である
。
【０１１８】
　階層分割多重化方式（LDM）は、複数の放送信号を異なる階層電力に分割して１つの伝
送路で伝送を行うことができるようにする多重化の方式である。
【０１１９】
　図９においては、xyzの３次元により、階層分割多重化方式（LDM）を用いた場合の物理
層フレームの構成を表している。ただし、図９では、図中のx方向を、電力（Power）の方
向とし、図中のy方向を、周波数（Freq）の方向とし、図中のz方向を、時間（Time）の方
向としている。
【０１２０】
　図９において、物理層フレームは、時系列で伝送されるが、各物理層フレームの先頭に
は、フレーム同期シンボル（FSS）が挿入され、さらに、それに続いてP1シンボル（P1）
が挿入される。
【０１２１】
　また、階層分割多重化方式（LDM）を用いる場合には、異なる送信電力となる階層ごと
に、P2シンボル（P2）、データシンボルとしてのフレーム（Frame）、及びバウンダリシ
ンボル（BS）が配置される。例えば、図９の物理層フレームnにおいては、階層k（Layer 
k）と階層k+1（Layer k+1）の２つの階層ごとに、P2シンボルと、データシンボルと、バ
ウンダリシンボルがそれぞれ配置されている。
【０１２２】
　階層分割多重化方式（LDM）を用いた場合の物理層フレームは、以上のように構成する
ことができる。
【０１２３】
　なお、本明細書の説明では、周波数分割多重化方式（FDM）と、階層分割多重化方式（L
DM）において、同一の「階層（Layer）」の用語を用いているが、これらの「階層」の意
味は、技術的には異なるものである。ここで、本明細書の説明においては、どちらの方式
の階層であるかが明らかである場合には、特に区別せずに、「階層」の用語を用いる。一
方で、特に、「階層」の用語を区別する必要がある場合には、周波数分割多重化方式（FD
M）の階層を、「FDM階層」と記述し、階層分割多重化方式（LDM）の階層を、「LDM階層」
と記述するものとする。
【０１２４】
（４）フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成
【０１２５】
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　次に、図１０乃至図２２を参照して、物理層フレームにおける、フレーム同期シンボル
（FSS）とP1シンボル（P1）の構成について説明する。
【０１２６】
（現状のFSSとP1の構成）
　図１０は、現状のフレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成を示す図で
ある。
【０１２７】
　図１０に示したCAB構造とBCA構造は、ATSC3.0で規定されるブートストラップ（Bootstr
ap）の構成に相当するものである（例えば、上記の非特許文献２参照）。ここでは、フレ
ーム同期シンボル（FSS）は、CAB構造からなる一方で、P1シンボル（P1）は、BCA構造か
らなる。すなわち、ATSC3.0では、１つの物理層フレームにおいて、１つのフレーム同期
シンボル（FSS）と、３つのP1シンボル（P1）を含むことが規定されている。
【０１２８】
　ただし、図１０のフレーム同期シンボル（FSS）のCAB構造では、Ｃの部分のサンプル（
Sample）は、520とされ、Ａの部分のサンプルは、2048とされ、Ｂの部分のサンプルは、5
04とされる。同様に、図１０のP1シンボル（P1）のBCA構造では、Ｂの部分のサンプルは
、504とされ、Ｃの部分のサンプルは、520とされ、Ａの部分のサンプルは、2048とされる
。
【０１２９】
（本技術のFSSとP1の構成）
　図１１は、本技術のフレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成の概要を
示す図である。
【０１３０】
　図１１において、フレーム同期シンボル（FSS）のCAB構造では、Ｃ，Ａ，Ｂの部分のサ
ンプルをそれぞれ、520g，2048g，504gとした場合に、本技術の構成では、主に、g = 0.5
となるようにする。一方で、P1シンボル（P1）のBCA構造においても、Ｂ，Ｃ，Ａの部分
のサンプルをそれぞれ、504g，520g，2048gとした場合に、本技術の構成では、主に、g =
 0.5となるようにする。
【０１３１】
　すなわち、g = 0.5とすることで、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の
シンボルの長さを半分にすることができるため、物理層フレームにおいて、高効率を実現
することができる。
【０１３２】
　具体的には、フレーム同期シンボル（FSS）のCAB構造では、Ｃの部分のサンプルを、26
0とし、Ａの部分のサンプルを、1024とし、Ｂの部分のサンプルを、252とすることができ
る。同様に、P1シンボル（P1）のBCA構造では、Ｂの部分のサンプルを、252とし、Ｃの部
分のサンプルを、260とし、Ａの部分のサンプルを、1024とすることができる。
【０１３３】
　また、本技術の構成では、ATSC3.0の構成と比べて、P1シンボルの数を、３つから２つ
に減らすことで、１つの物理層フレームにおいて、１つのフレーム同期シンボル（FSS）
と、２つのP1シンボル（P1）を含むようにする。すなわち、本技術の構成では、ATSC3.0
の構成と比べて、効率を、3/4にする。
【０１３４】
　図１２には、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）の構成として、上段に
、ATSC3.0の構成を示す一方で、下段に、本技術の構成を示している。
【０１３５】
　図１２において、下段の本技術の構成では、上段のATSC3.0の構成と比べて、フレーム
同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）のシンボルの長さを半分にし、さらに、P1シン
ボルの数を、３つから２つに減らしている。そのため、下段の本技術の構成は、上段のAT
SC3.0の構成と比べれば、伝送時間を、3/8（1/2 × 3/4）の時間に短縮することができる
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。
【０１３６】
　ここで、図１３には、gの値と、FFTサイズ、サンプル（Samples）、最大伝送速度（Max
 bps）、及びロバスト伝送速度（Robust bps）との関係を示している。
【０１３７】
　図１３においては、gの値に応じて、FFTサイズ、サンプル、最大伝送速度、及びロバス
ト伝送速度の値が増減する。上述したように、本技術の構成では、g = 0.5として、FTTサ
イズ = 1024，サンプル = 1536，最大伝送速度 = 10bps，ロバスト伝送速度 = 6bps又は7
bpsとすることで、ATSC3.0の構成（g = 1.0）と比べて、効率を良くすることができる。
【０１３８】
　なお、ロバスト伝送速度であるが、論理的には最大10bpsは可能であるが、チャネルの
ノイズなどによって、相関が十分に取れなくなる場合があるので、実際には、バックオフ
（back-off）を持って、3bps又は4bpsで運用することになる。なお、ATSC3.0の構成では
、論理的には最大11bpsとなるが、実際には、8bpsで運用を行うことになる。一方で、本
技術の構成では、論理的には最大10bpsとなるところ、例えば、6bpsで運用を行うように
することができる。
【０１３９】
　また、本技術の発明者は、gの値として、g = 0.5が好適であることを証明するために、
図１３に示したFFTサイズごとに、SNR(Symbol to Noise Ratio)を得るためのシミュレー
ションを行った。このシミュレーション結果を、図１４乃至図１８に示している。
【０１４０】
　なお、このシミュレーションでは、受信装置３０が、チャネルに割り当てられた周波数
帯域（例えば6MHz）の全帯域を受信する場合を想定している。また、図１４乃至図１８に
おいては、横軸がSNR(Symbol to Noise Ratio)を表し、縦軸がBLER(Block Error Rate)を
表している。
【０１４１】
　また、図１４乃至図１８において、シミュレーションの結果として異なる線種で表した
［a，b，c］のaは、フレーム同期シンボル（FSS）のビット数を表し、a以外のbやc等は、
P1シンボル（P1）のビット数を表している。フレーム同期シンボル（FSS）は、情報がな
いので、すべて0ビットとされる。また、P1シンボル（P1）のビット数は、2～12ビット等
としている。
【０１４２】
　図１４は、FFTサイズ = 512の場合のシミュレーション結果を示している。図１４のシ
ミュレーション結果においては、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のとき、SNR = -6dBとな
る。
【０１４３】
　図１５は、FFTサイズ = 1024の場合のシミュレーション結果を示している。図１５のシ
ミュレーション結果においては、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のとき、SNR = -7.6dBと
なる。
【０１４４】
　図１６は、FFTサイズ = 2048の場合のシミュレーション結果を示している。図１６のシ
ミュレーション結果においては、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のとき、SNR = -9.6dBと
なる。
【０１４５】
　図１７は、FFTサイズ = 4096の場合のシミュレーション結果を示している。図１７のシ
ミュレーション結果においては、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のとき、SNR = -10.8dBと
なる。
【０１４６】
　図１８は、FFTサイズ = 8192の場合のシミュレーション結果を示している。図１８のシ
ミュレーション結果においては、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のとき、SNR = -12.5dBと



(17) JP 6953693 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

なる。
【０１４７】
　ここで、ATSC3.0の構成は、g = 1.0，すなわち、FFTサイズ = 2048の場合のシミュレー
ション結果（図１６）に相当するので、SNR = -9.6dBとなる。一方で、本技術の構成は、
g = 0.5，すなわち、FFTサイズ = 1024の場合のシミュレーション結果（図１５）に相当
するので、SNR = -7.6dBとなる。
【０１４８】
　そして、SNRとしては、通常、-7.6dB程度であれば、十分な値であり、-9.6dBまでは必
要ない。換言すれば、ATSC3.0の構成で用いられる、g = 1.0の場合にはオーバースペック
であり、g = 0.5で、十分な性能が得られる。そのため、本技術の構成では、g = 0.5が好
適であるとしている。
【０１４９】
　ただし、ここでは、伝送時間の短縮の観点から、g = 0.5が好適であるとして説明をし
たが、本技術の物理層フレームの構成では、g = 0.25，1.00，2.00，4.00など、gの値と
して、0.5以外の他の値を用いるようにしてもよい。
【０１５０】
　また、多重化の方式として、周波数分割多重化方式（FDM）を用いる場合、受信装置３
０は、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）を部分帯域で受信することにな
る。例えば、図１９に示すように、周波数分割多重化方式（FDM）を用いる場合には、チ
ャネルに割り当てられた所定の周波数帯域（例えば6MHz）が、複数のセグメントに周波数
分割される。
【０１５１】
　図１９の例では、横方向を周波数としたときに、周波数上限と周波数下限との間の周波
数帯域（例えば6MHz）内の、図中の四角で表したセグメントにより、階層（FDM階層）が
構成されることを示している。図１９においては、35セグメントに周波数分割されている
。
【０１５２】
　ここでは、35個のセグメントのうち、図中の中央の1セグメントを、セグメント#0とし
て、その左右のセグメントを、セグメント#1，#2とし、さらに、その左右のセグメントを
、セグメント#3，#4とすることを繰り返していくと、図中の最も左側（周波数下限側）の
1セグメントが、セグメント#33となり、図中の最も右側（周波数上限側）の1セグメント
が、セグメント#34となる。
【０１５３】
　また、１又は複数のセグメントをまとめることで、階層が構成される。図１９において
は、セグメント#0乃至#8の9セグメントにより、階層Ａ（Layer A）が構成される。また、
セグメント#10，#12，・・・，#32，#34の13セグメントと、セグメント#9，#11，・・・
，#31，#33の13セグメントとの合計26セグメントにより、階層Ｂ（Layer B）が構成され
る。
【０１５４】
　このように、1又は複数のセグメントから階層が構成され、それらの階層ごとに、例え
ば、異なる放送サービスのデータを伝送することができる。例えば、受信装置３０は、階
層Ａで伝送される放送サービスのデータを受信する場合、部分帯域フィルタ（図１９）に
より、階層Ａの周波数帯域のみを受信することになる。
【０１５５】
　すなわち、受信装置３０では、チャネルに割り当てられた周波数帯域の全帯域のうち、
階層Ａに対応した部分帯域のみが受信され、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル
（P1）は、部分帯域で受信される。つまり、周波数帯域の全帯域に対し、階層Ａに対応し
た部分帯域は、9/35の帯域とされる。
【０１５６】
　ここで、本技術の発明者は、階層Ａに対応した部分帯域を、全帯域の9/35の帯域（約1/
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4の帯域）とした場合でも、gの値として、g = 0.5が好適であることを証明するために、F
FTサイズ = 1024の場合に、SNRを得るためのシミュレーションを行った。このシミュレー
ション結果を、図２０に示している。
【０１５７】
　なお、図２０においては、上述した図１４乃至図１８と同様に、横軸がSNRを表し、縦
軸がBLERを表している。また、図２０には、5パターンのシミュレーション結果を示して
いる。すなわち、異なる線種で表した［a，b，c］のa，b，cは、フレーム同期シンボル（
FSS）のビット数、１つ目のP1シンボル（P1）のビット数、２つ目のP1シンボル（P1）の
ビット数をそれぞれ表している。
【０１５８】
　フレーム同期シンボル（FSS）は、情報がないので、すべて0ビットとされる。また、P1
シンボル（P1）のビット数は、4～7ビットとしている。つまり、例えば、［0，5，5］は
、0ビットのFSS，5ビットのP1，5ビットのP1の合計10ビットの情報とされる。同様に、［
0，5，4］は、9ビットの情報、［0，4，4］は、8ビットの情報、［0，6，6］は、12ビッ
トの情報、［0，7，7］は、14ビットの情報となる。
【０１５９】
　図２０の各シミュレーション結果においては、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のとき、S
NR = -4dB程度が得られる。すなわち、g = 0.5の場合について、部分帯域（9/35の帯域）
のシミュレーション結果（図２０）を、上述した全帯域のシミュレーション結果（図１５
）と比べれば、BLER = 1.0×10-3（1.0E-03）のときのSNRが、-7.6dBから、-4dB程度に低
下している。
【０１６０】
　しかしながら、SNRとしては、通常、-4dB程度であれば、許容範囲内の値であり、十分
な性能が得られる。そのため、階層Ａに対応した部分帯域を、全帯域の9/35の帯域とした
場合でも、gの値として、g = 0.5が好適であると言える。
【０１６１】
　また、上述した各種のシミュレーション結果に基づいて、ロバスト性を考慮に入れると
、1シンボルを、6ビットとすることができる。ただし、実際には、4ビットのバックオフ
を持つことで、最大10ビットとした上で、6ビットで運用することができる。
【０１６２】
　一方で、送信側の送信装置２０から、受信側の受信装置３０に送信すべき情報を考慮す
れば、6ビットでは不足してしまうため、２つのP1シンボルが必要となる。これにより、1
2ビット（6ビット×2）のP1シンボルで、情報を送ることが可能となる。このようなP1シ
ンボルの構成を、図２１に示している。
【０１６３】
　すなわち、図２１において、１つの物理層フレームは、１つのフレーム同期シンボル（
FSS）と、２つのP1シンボルを含んで構成される。このように、効率の観点だけでなく、1
シンボル当たりのビット数からも、２つのP1シンボルを用いることが好適であることが分
かる。なお、図２１には、FFTサイズ = 1024（1K）の構成と、FFTサイズ = 2048（2K）の
構成を示しているが、FFTサイズ = 1024の構成で、十分な性能を得られることは先に述べ
た通りである。
【０１６４】
　以上をまとめると、図２２のように表すことができる。図２２には、FFTサイズ、1シン
ボル当たりのサンプル（Samples Per sym）、最大伝送速度（Max bps）、ロバスト伝送速
度（Robust bps）、シンボル数（#Syms）、最大ビット数（Maxbits）、及びトータルサン
プル（Total Samples）の関係を示している。
【０１６５】
　すなわち、本技術の構成では、gの値として、g = 0.5が好適であるとして、FFTサイズ 
= 1024，1シンボル当たりのサンプル = 1536，最大伝送速度 = 10bps，ロバスト伝送速度
 = 6bps，シンボル数 = 3，最大ビット数 = 12ビット（6ビット×2），トータルサンプル
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数 = 4608（1536×3）とすることができる。
【０１６６】
　なお、1シンボル当たりのサンプルは、図１２等に示したように、g = 0.5として、フレ
ーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）のシンボルの長さを半分にすることで、153
6が得られる。また、シンボル数は、図１２等に示したように、１つの物理層フレームに
おいて、１つのフレーム同期シンボル（FSS）と、２つのP1シンボル（P1）とすることで
、3シンボルとなる。さらに、最大ビット数を12ビットとしているのは、1シンボルを6ビ
ットとした場合に、送信側から受信側に送るべき情報を考慮すると、２つのP1シンボルで
12ビットになるからである。
【０１６７】
　また、ここで、例えば、サンプリング周波数を、6.912MHzとすれば、FFTサイズ = 1024
（1K）の場合、1シンボル当たりの時間が、0.222msとなるので、3シンボルであると、0.6
66msとなる。一方で、FFTサイズ = 2048（1K）の場合には、サンプリング周波数を、6.91
2MHzとすれば、1.33msとされる。なお、ここでは、サンプリング周波数として、6.912MHz
を用いたが、他のサンプリング周波数を用いるようにしてもよい。
【０１６８】
（５）P2シンボル（P2）の構成
【０１６９】
　次に、図２３乃至図２７を参照して、物理層フレームのP2シンボルの構成について説明
する。なお、P2シンボルの構成は、多重化の方式ごとに異なるので、以下、時分割多重化
方式（TDM）、周波数分割多重化方式（FDM）、階層分割多重化方式（LDM）の順に、P2シ
ンボルの構成を説明する。
【０１７０】
（TDMの場合の構成例）
　図２３は、時分割多重化方式（TDM）の場合のP2シンボルの構成例を示す図である。
【０１７１】
　P2シンボルは、OFDMシンボルであり、L1Bシグナリングと、L1Dシグナリングを含む。こ
こで、図２３には、１つの物理層フレームにおいて、１つのP2シンボルが配置される場合
と、２つのP2シンボルが配置される場合を示している。
【０１７２】
　１つのP2シンボルが配置される場合には、P2シンボルの先頭から、固定長のL1Bシグナ
リング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、可変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）
が配置される。また、P2シンボルの残りの部分には、データ（Payload Data）が配置され
る。
【０１７３】
　一方で、２つのP2シンボルが配置される場合には、１つ目のP2シンボルの先頭から固定
長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、可変長のL1Dシグナリング
（L1-Detail）が配置される。ここでは、可変長のL1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボ
ル内には収まらないため、そのL1Dシグナリングの残りの部分が、２つ目のP2シンボルに
配置される。また、２つ目のP2シンボルの残りの部分には、データ（Payload Data）が配
置される。
【０１７４】
　なお、図６に示したような、物理層フレームにおいて、1以上のサブフレームが配置さ
れる構成の場合には、すべてのL1シグナリング（L1BシグナリングとL1Dシグナリングを含
む）が、先頭のサブフレームよりも前に配置される。
【０１７５】
（FDMの場合の第１の構成例）
　図２４は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP2シンボルの第１の構成例を示す図
である。
【０１７６】
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　ここで、図２４には、周波数分割多重化方式（FDM）を用いることで、階層Ａと階層Ｂ
が構成されるときに、１つの物理層フレームにおいて、１つのP2シンボルが配置される場
合と、２つのP2シンボルが配置される場合を示している。
【０１７７】
　１つのP2シンボルが配置される場合、P2シンボルでは、階層Ａに対応する部分の先頭か
ら、固定長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、可変長のL1Dシグ
ナリング（L1-Detail）が配置される。また、P2シンボルにおいて、階層Ａに対応する部
分のうち、残りの部分には、データ（Payload Data）が配置される。
【０１７８】
　すなわち、１つのP2シンボルが配置される場合に、複数の階層で構成されるとき、L1B
シグナリングとL1Dシグナリングは、中央のセグメントを含む階層Ａにのみ含まれる。な
お、P2シンボルにおいて、左右の階層Ｂには、データ（Payload Data）のみが配置される
。
【０１７９】
　一方で、２つのP2シンボルが配置される場合、１つ目のP2シンボルでは、階層Ａに対応
する部分の先頭から、固定長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて
、可変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）が配置される。
【０１８０】
　ここでは、可変長のL1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボルの階層Ａに対応する部分
には収まらないため、そのL1Dシグナリングの残りの部分が、２つ目のP2シンボルの階層
Ａに対応する部分に配置される。また、２つ目のP2シンボルにおいて、階層Ａに対応する
部分のうち、残りの部分には、データ（Payload Data）が配置される。
【０１８１】
　すなわち、２つのP2シンボルが配置される場合に、複数の階層で構成されるとき、L1B
シグナリングとL1Dシグナリングは、中央のセグメントを含む階層Ａにのみ含まれる。な
お、２つのP2シンボルにおいて、左右の階層Ｂには、データ（Payload Data）のみが配置
される。
【０１８２】
　このように、周波数分割多重化方式（FDM）により複数の階層が構成される場合には、L
1Bシグナリングを、P2シンボルの階層Ａに対応する部分に配置するとともに、その階層Ａ
に対応する部分のうち、残りの部分に、L1Dシグナリングが配置されるようにする。その
際に、L1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボルの階層Ａに対応する部分に収まらない場
合には、そのL1Dシグナリングの残りの部分を、２つ目のP2シンボルの階層Ａに対応する
部分に配置するようにする。
【０１８３】
　これにより、すべてのL1シグナリング（L1BシグナリングとL1Dシグナリング）が、中央
のセグメントを含む階層ＡのP2シンボルに含まれるため、受信装置３０では、チャネルに
割り当てられた周波数帯域（例えば6MHz）の全帯域を受信する場合だけでなく、階層Ａに
対応した部分帯域（例えば全帯域の9/35の帯域）のみを受信する場合でも、L1シグナリン
グを取得することができる。
【０１８４】
（FDMの場合の第２の構成例）
　図２５は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP2シンボルの第２の構成例を示す図
である。
【０１８５】
　図２５には、図２４と同様に、階層Ａと階層Ｂが構成されるときに、１つの物理層フレ
ームにおいて、１つのP2シンボルが配置される場合と、２つのP2シンボルが配置される場
合を示している。
【０１８６】
　１つのP2シンボルが配置される場合、P2シンボルでは、階層Ａに対応する部分の先頭か
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ら、固定長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、可変長のL1Dシグ
ナリング（L1-Detail）が配置される。また、P2シンボルにおいて、階層Ａに対応する部
分のうち、残りの部分には、データ（Payload Data）が配置される。
【０１８７】
　また、P2シンボルでは、一方の階層Ｂ（左側の階層Ｂ）に対応する部分の先頭から、可
変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）が配置され、それに続いて、データ（Payload Data
）が配置される。ただし、このL1Dシグナリングは、階層Ｂに関する情報のみを含むもの
とする。なお、P2シンボルにおいて、他方の階層Ｂ（右側の階層Ｂ）に対応する部分には
、データ（Payload Data）のみが配置される。
【０１８８】
　一方で、２つのP2シンボルが配置される場合、１つ目のP2シンボルでは、階層Ａに対応
する部分の先頭から、固定長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて
、可変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）が配置される。
【０１８９】
　ここでは、可変長のL1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボルの階層Ａに対応する部分
には収まらないため、そのL1Dシグナリングの残りの部分が、２つ目のP2シンボルの階層
Ａに対応する部分に配置される。また、２つ目のP2シンボルにおいて、階層Ａに対応する
部分のうち、残りの部分には、データ（Payload Data）が配置される。
【０１９０】
　また、１つ目のP2シンボルでは、一方の階層Ｂ（左側の階層Ｂ）に対応する部分の先頭
から、可変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）が配置され、それに続いて、データ（Payl
oad Data）が配置される。ただし、このL1Dシグナリングは、階層Ｂに関する情報のみを
含むものとする。なお、１つ目のP2シンボルにおいて、他方の階層Ｂ（右側の階層Ｂ）に
対応する部分には、データ（Payload Data）のみが配置される。
【０１９１】
　このように、周波数分割多重化方式（FDM）により複数の階層が構成される場合には、L
1Bシグナリングを、P2シンボルの階層Ａに対応する部分に配置するとともに、その階層Ａ
に対応する部分のうち、残りの部分に、L1Dシグナリングが配置されるようにする。その
際に、L1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボルの階層Ａに対応する部分に収まらない場
合には、そのL1Dシグナリングの残りの部分を、２つ目のP2シンボルの階層Ａに対応する
部分に配置するようにする。さらに、L1Dシグナリングのうち、階層Ｂに関する情報は、P
2シンボルの階層Ｂに対応する部分に配置されるようにする。
【０１９２】
　なお、図２５においては、１つのP2シンボルが配置される場合と、２つのP2シンボルが
配置される場合を例示したが、基本的に、１つのP2シンボルを配置する場合がほとんどで
あると想定される。すなわち、L1Dシグナリングのうち、階層Ｂに関する情報を、P2シン
ボルの階層Ｂに対応する部分に配置することで、P2シンボルの階層Ａに対応する部分に配
置するL1Dシグナリングの情報を減らすことができる。そのため、１つのP2シンボルを配
置するだけで、L1Dシグナリングのすべての情報を配置するための領域を確保できるよう
になるからである。
【０１９３】
　そして、受信装置３０では、基本的に1シンボル単位で処理を行うため、２つのP2シン
ボルからL1シグナリングを得る場合には、後のP2シンボルを処理するまで、先のP2シンボ
ルをバッファリングして保持する必要がある。一方で、図２５の上段に示した構成のよう
に、１つのP2シンボルからL1シグナリングを得ることができる場合には、P2シンボルをバ
ッファリングする必要がなく、迅速にL1シグナリングを得ることができる。
【０１９４】
（LDMの場合の第１の構成例）
　図２６は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のP2シンボルの第１の構成例を示す図で
ある。
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【０１９５】
　ここで、図２６には、階層分割多重化方式（LDM）を用いることで、階層kと階層k+1が
構成されるときに、１つの物理層フレームにおいて、１つのP2シンボルが配置される場合
と、２つのP2シンボルが配置される場合を示している。
【０１９６】
　１つのP2シンボルが配置される場合、階層kのP2シンボルでは、その先頭から、固定長
のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、可変長のL1Dシグナリング（
L1-Detail）が配置される。また、階層kのP2シンボルの残りの部分には、データ（Payloa
d Data）が配置される。なお、階層k+1のP2シンボルには、データ（Payload Data）のみ
が配置される。
【０１９７】
　一方で、２つのP2シンボルが配置される場合、階層kにおいて、１つ目のP2シンボルで
は、その先頭から、固定長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、
可変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）が配置される。
【０１９８】
　ここでは、階層kにおいて、可変長のL1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボル内には収
まらないため、２つ目のP2シンボルに配置される。また、階層kにおいて、２つ目のP2シ
ンボルの残りの部分には、データ（Payload Data）が配置される。
【０１９９】
　また、階層k+1において、１つ目のP2シンボルと、２つ目のP2シンボルには、データ（P
ayload Data）のみが配置される。
【０２００】
　このように、階層分割多重化方式（LDM）により複数の階層が構成される場合には、L1B
シグナリングを、階層kのP2シンボルに配置するとともに、その階層kのP2シンボルの残り
の部分に、L1Dシグナリングが配置されるようにする。その際に、階層kにおいて、L1Dシ
グナリングが、１つ目のP2シンボル内に収まらない場合には、そのL1Dシグナリングの残
りの部分を、２つ目のP2シンボル内に配置するようにする。
【０２０１】
（LDMの場合の第２の構成例）
　図２７は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のP2シンボルの第２の構成例を示す図で
ある。
【０２０２】
　図２７には、図２６と同様に、階層kと階層k+1が構成されるときに、１つの物理層フレ
ームにおいて、１つのP2シンボルが配置される場合と、２つのP2シンボルが配置される場
合を示している。
【０２０３】
　１つのP2シンボルが配置される場合、階層kのP2シンボルでは、その先頭から、固定長
のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、可変長のL1Dシグナリング（
L1-Detail）が配置される。また、階層kのP2シンボルの残りの部分には、データ（Payloa
d Data）が配置される。
【０２０４】
　また、階層k+1のP2シンボルには、その先頭から、可変長のL1Dシグナリング（L1-Detai
l）が配置され、それに続いて、データ（Payload Data）が配置される。ただし、このL1D
シグナリングは、階層k+1に関する情報のみを含むものとする。
【０２０５】
　一方で、２つのP2シンボルが配置される場合、階層kにおいて、１つ目のP2シンボルで
は、その先頭から、固定長のL1Bシグナリング（L1-Basic）が配置され、それに続いて、
可変長のL1Dシグナリング（L1-Detail）が配置される。
【０２０６】
　ここでは、階層kにおいて、可変長のL1Dシグナリングが、１つ目のP2シンボル内には収
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まらないため、２つ目のP2シンボルに配置される。また、階層kにおいて、２つ目のP2シ
ンボルの残りの部分には、データ（Payload Data）が配置される。
【０２０７】
　また、階層k+1において、１つ目のP2シンボルでは、その先頭から、可変長のL1Dシグナ
リング（L1-Detail）が配置され、それに続いて、データ（Payload Data）が配置される
。ただし、このL1Dシグナリングは、階層k+1に関する情報のみを含むものとする。なお、
階層k+1において、２つ目のP2シンボルには、データ（Payload Data）のみが配置される
。
【０２０８】
　このように、階層分割多重化方式（LDM）により複数の階層が構成される場合には、L1B
シグナリングを、階層kのP2シンボルに配置するとともに、その階層kのP2シンボルの残り
の部分に、L1Dシグナリングが配置されるようにする。その際に、階層kにおいて、L1Dシ
グナリングが、１つ目のP2シンボル内に収まらない場合には、そのL1Dシグナリングの残
りの部分を、２つ目のP2シンボル内に配置するようにする。さらに、L1Dシグナリングの
うち、階層k+1に関する情報は、階層k+1のP2シンボルに配置されるようにする。
【０２０９】
　以上、本技術を適用した物理層フレームの構成について説明した。
【０２１０】
＜４．第１の解決手法＞
【０２１１】
　上述したように、現状では、複数の多重化の方式（FDM，TDM，LDM）を、同一の放送シ
ステムで実現する場合に、多重化の方式を判別することができないという課題があったが
、本技術では、この課題を、第１の解決手法により解決する。
【０２１２】
　ただし、第１の解決手法としては、同期パターン解決手法と、P1シグナリング解決手法
の２つの手法があるので、以下、その順に説明する。
【０２１３】
（１）同期パターン解決手法
【０２１４】
　まず、図２８乃至図３６を参照して、同期パターン解決手法について説明する。
【０２１５】
　同期パターン解決手法は、共通のフレーム同期シンボル（FSS）で、異なる同期パター
ンを用いることで、複数の多重化の方式（FDM，TDM，LDM）を判別する手法である。
【０２１６】
（同期パターンの例）
　図２８は、フレーム同期シンボル（FSS）の同期パターンの例を示す図である。
【０２１７】
　図２８においては、多重化の方式が、周波数分割多重化方式（FDM）の場合には、フレ
ーム同期シンボル（FSS）の同期パターンとして、"0x019D"が用いられることを表してい
る。また、多重化の方式が、時分割多重化方式（TDM）の場合には、フレーム同期シンボ
ル（FSS）の同期パターンとして、"0x00ED"が用いられ、多重化の方式が、階層分割多重
化方式（LDM）の場合には、フレーム同期シンボル（FSS）の同期パターンとして、"0x01E
8"が用いられることを表している。換言すれば、同期パターンが、多重化の方式の判別情
報となる。
【０２１８】
　このように、物理層フレームにおいて、多重化の方式ごとに、フレーム同期シンボル（
FSS）の同期パターンが異なっているため、受信装置３０では、この同期パターン（"0x01
9D"，"0x00ED"，"0x01E8"）に基づいて、周波数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化方
式（TDM）、又は階層分割多重化方式（LDM）である多重化の方式を判別することができる
。
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【０２１９】
　また、ここでは、Zadoff-Chuシーケンスルートqが、137となる場合を前提として、フレ
ーム同期シンボル（FSS）の同期パターンを示したが、このqの値は、例えば、q = 400な
ど、他の値でもよい。ただし、qの値を、他の値とした場合、フレーム同期シンボル（FSS
）の同期パターンは、図２８に示した同期パターンとは異なるパターンとなる。
【０２２０】
　なお、Zadoff-Chuシーケンスルートqについては、上記の非特許文献２などにも記載さ
れている。
【０２２１】
　このように、同期パターン解決手法では、多重化の方式ごとに、フレーム同期シンボル
（FSS）の同期パターンを用意するため、多数の多重化の方式に対応することができる。
なお、他の多重化の方式としては、例えば、階層時分割多重化方式（LDM_TDM）や、階層
周波数分割多重化方式（LDM_FDM）などがある。また、同期パターン解決手法では、P1シ
ンボルのビットを使用しなくてよい、というメリットもある。
【０２２２】
　次に、同期パターン解決手法を用いる場合のP1シグナリングの構成について説明する。
なお、P1シグナリングの構成は、多重化の方式ごとに異なるので、以下、時分割多重化方
式（TDM）、周波数分割多重化方式（FDM）、階層分割多重化方式（LDM）の順に、P1シグ
ナリングの構成を説明する。
【０２２３】
（１ａ）時分割多重化方式（TDM）
【０２２４】
（P1シグナリングの例）
　図２９は、時分割多重化方式（TDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【０２２５】
　図２９において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Reservedを含む。
【０２２６】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、P1，P2シンボルの構造を表す。このP1_P2_wav
eform_structureには、FFTサイズ、GI(Guard Interval)、FEC(Forward Error Correction
)タイプ、及びパイロットパターン（SPP：SPパターン）を組み合わせた情報が含まれる。
【０２２７】
　1ビットのP1_eas_wake_upは、緊急警報フラグを表す。
【０２２８】
　2ビットのP1_band_widthは、放送信号のバンド幅を表す。
【０２２９】
　2ビットのP1_Reservedは、将来の拡張の領域を表す。
【０２３０】
　なお、フォーマット（Format）として、uimsbf(unsigned integer most significant b
it first)が指定された場合、ビット演算をして、整数として扱われることを意味してい
る。このフォーマットは、後述する他のシンタックスにおいても同様である。
【０２３１】
（P1_P2_waveform_structureの例）
　図３０は、図２９のP1_P2_waveform_structureの例を示す図である。
【０２３２】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000000"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_2となる。
【０２３３】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000001"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
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，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_4となる。
【０２３４】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000010"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 512，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 12_2となる。
【０２３５】
　なお、図３０の例では、P1_P2_waveform_structureの値を、すべて列挙していないが、
他のP1_P2_waveform_structureの値についても同様に、FFTサイズ、GI、FECタイプ、及び
パイロットパターンの組み合わせが割り当てられる。例えば、P1_P2_waveform_structure
の値として、"1000010"が指定された場合には、FFTサイズ = 32K，GI = 2048，FECタイプ
 = 2，パイロットパターン = 6_2となる。
【０２３６】
　ただし、P1_P2_waveform_structureには、すべての組み合わせを列挙する必要はなく、
実際の運用で用いられる組み合わせのみを定義すればよい。例えば、図３０の例では、後
述するように、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンとの組み合わせは、34パターン
となるが、すべてのFECタイプに掛け合わせる必要はない。
【０２３７】
　また、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンに対しては、ほぼ１つのFECタイプとし
てもよい。ただし、パラメータの数が少ない場合には、FECタイプ１（FECタイプ = 1）と
FECタイプ２（FECタイプ = 2）の両方のFECタイプを用意することができる。
【０２３８】
（１ｂ）周波数分割多重化方式（FDM）
【０２３９】
（P1シグナリングの例）
　図３１は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例
を示す図である。
【０２４０】
　図３１において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Reservedを含む。
【０２４１】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、P1，P2シンボルの構造として、FFTサイズ、GI
、FECタイプ、パイロットパターン、及び階層Ａのセグメント数を組み合わせた情報を含
む。なお、この階層Ａは、上述した図７や図８に示したように、中央のセグメントを含む
階層である。
【０２４２】
　なお、図３１において、P1_eas_wake_up，P1_band_width，P1_Reservedは、図２９に示
した内容と同様であるため、その説明は省略する。
【０２４３】
（P1_P2_waveform_structureの例）
　図３２は、図３１のP1_P2_waveform_structureの例を示す図である。
【０２４４】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000000"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_2，階層Ａのセグメント数 = 9と
なる。
【０２４５】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000001"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_2，階層Ａのセグメント数 = 7と
なる。
【０２４６】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000010"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_2，階層Ａのセグメント数 = 3と
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なる。
【０２４７】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000011"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_2，階層Ａのセグメント数 = 1と
なる。
【０２４８】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000100"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_4，階層Ａのセグメント数 = 9と
なる。
【０２４９】
　なお、図３２の例では、P1_P2_waveform_structureの値を、すべて列挙していないが、
他のP1_P2_waveform_structureの値についても同様に、FFTサイズ、GI、FECタイプ、パイ
ロットパターン、及び階層Ａのセグメント数の組み合わせが割り当てられる。
【０２５０】
　例えば、P1_P2_waveform_structureの値として、"0010010"が指定された場合には、FFT
サイズ = 16K，GI = 1024，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 12_2，階層Ａのセグ
メント数 = 3となる。また、例えば、P1_P2_waveform_structureの値として、"0010011"
が指定された場合には、FFTサイズ = 16K，GI = 1024，FECタイプ = 1，パイロットパタ
ーン = 12_2，階層Ａのセグメント数 = 9となる。
【０２５１】
　さらに、例えば、P1_P2_waveform_structureの値として、"1000010"が指定された場合
には、FFTサイズ = 32K，GI = 2048，FECタイプ = 2，パイロットパターン = 6_2，階層
Ａのセグメント数 = 9となる。
【０２５２】
　ただし、P1_P2_waveform_structureには、すべての組み合わせを列挙する必要はなく、
実際の運用で用いられる組み合わせのみを定義すればよい。例えば、図３２の例では、後
述するように、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンとの組み合わせは、34パターン
となるが、すべてのFECタイプや階層Ａのセグメント数に掛け合わせる必要はない。例え
ば、階層Ａのセグメント数として、9セグメントと3セグメントが主に運用されるのであれ
ば、9セグメントと3セグメントに関する組み合わせのみを定義すればよい。
【０２５３】
（１ｃ）階層分割多重化方式（LDM）
　図３３は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を
示す図である。
【０２５４】
　図３３において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Reservedを含む。
【０２５５】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、P1，P2シンボルの構造として、FFTサイズ、GI
、FECタイプ、及びパイロットパターンを組み合わせた情報を含む。
【０２５６】
　なお、図３３において、P1_eas_wake_up，P1_band_width，P1_Reservedは、図２９に示
した内容と同様であるため、その説明は省略する。
【０２５７】
（P1_P2_waveform_structureの例）
　図３４は、図３３のP1_P2_waveform_structureの例を示す図である。
【０２５８】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000000"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_2となる。
【０２５９】
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　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000001"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 256，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 16_4となる。
【０２６０】
　P1_P2_waveform_structureの値として、"0000010"が指定された場合、FFTサイズ = 8K
，GI = 512，FECタイプ = 1，パイロットパターン = 12_2となる。
【０２６１】
　なお、図３４の例では、P1_P2_waveform_structureの値を、すべて列挙していないが、
他のP1_P2_waveform_structureの値についても同様に、FFTサイズ、GI、FECタイプ、及び
パイロットパターンの組み合わせが割り当てられる。例えば、P1_P2_waveform_structure
の値として、"1000010"が指定された場合には、FFTサイズ = 32K，GI = 2048，FECタイプ
 = 2，パイロットパターン = 6_2となる。
【０２６２】
　ただし、P1_P2_waveform_structureには、すべての組み合わせを列挙する必要はなく、
実際の運用で用いられる組み合わせのみを定義すればよい。例えば、図３４の例では、後
述するように、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンとの組み合わせは、34パターン
となるが、すべてのFECタイプに掛け合わせる必要はない。
【０２６３】
　また、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンに対しては、ほぼ１つのFECタイプとし
てもよい。ただし、パラメータの数が少ない場合には、FECタイプ１（FECタイプ = 1）と
FECタイプ２（FECタイプ = 2）の両方のFECタイプを用意することができる。
【０２６４】
（１ｄ）FFT，GI，PPの組み合わせと、FECタイプの例
【０２６５】
（FFT，GI，PPの組み合わせの例）
　ここで、上述したP1_P2_waveform_structureにおける、FFTサイズ、GI、パイロットパ
ターンの組み合わせの詳細について説明する。
【０２６６】
　図３５は、FFTサイズとGIとの組み合わせの例を示す図である。
【０２６７】
　図３５においては、FFTサイズを、8K，16K，32Kとし、GIを、1/128，1/64，1/32，1/16
，1/8，1/4としたときの、GIのサンプル数を示している。すなわち、GIのサンプル数とし
ては、256，512，1024，2048がある。
【０２６８】
　図３６は、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンとの組み合わせの例を示す図であ
る。
【０２６９】
　図３６においては、GIのサンプル数（Sample）に応じたGIパターン（GI Pattern）ごと
に、8K，16K，32KのFFTサイズに対応したパイロットパターンが関連付けられている。
【０２７０】
　すなわち、GI_256には、8K FFTのSP16_2，SP16_4と、16K FFTのSP32_2，SP32_4，SP16_
2，SP16_4と、32K FFTのSP32_2との７個のパイロットパターンが対応している。また、GI
3_512には、8K FFTのSP12_2，SP12_4，SP6_2，SP6_4と、16K FFTのSP24_2，SP24_4，SP12
_2，SP12_4と、32K FFTのSP24_2との９個のパイロットパターンが対応している。
【０２７１】
　また、GI5_1024には、8K FFTのSP6_2，SP6_4，SP3_2，SP3_4と、16K FFTのSP12_2，SP1
2_4，SP6_2，SP6_4と、32K FFTのSP24_2，SP12_2との10個のパイロットパターンが対応し
ている。さらに、GI7_2048には、8K FFTのSP3_2，SP3_4と、16K FFTのSP6_2，SP6_4，SP3
_2，SP3_4と、32K FFTのSP12_2，SP6_2との８個のパイロットパターンが対応している。
【０２７２】
　以上、図３５及び図３６に示したように、FFTサイズと、GIと、パイロットパターンと
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の組み合わせは、全34パターンとなる。
【０２７３】
（FECタイプの例）
　また、FECタイプとしては、FECタイプ１（FECタイプ = 1）と、FECタイプ２（FECタイ
プ = 2）を用いることができる。
【０２７４】
　FECタイプ１は、非常にロバストなFECである。ここでは、例えば、変調方式として、QP
SK+CR = 3/15を使用することができる。なお、このFECタイプ１は、ATSC3.0の「L1-Basic
 Mode 2」に相当する。また、所要のC/N(Carrier to Noise Ratio)は、約-2.0dBとされる
。
【０２７５】
　FECタイプ２は、効率を優先する場合に使用されるFECである。ここでは、例えば、変調
方式として、64QAM+CR = 3/15を使用することができる。なお、このFECタイプ２は、ATSC
3.0の「L1-Basic Mode 5」に相当する。また、所要のC/Nは、約10dBとされる。
【０２７６】
　なお、ここでは、FECタイプの一例として、FECタイプ１とFECタイプ２を例示したが、
それ以外の他のFECタイプを用いるようにしてもよい。
【０２７７】
（２）P1シグナリング解決手法
【０２７８】
　次に、図３７乃至図４２を参照して、P1シグナリング解決手法について説明する。
【０２７９】
　P1シグナリング解決手法は、共通のフレーム同期シンボル（FSS）で、同一の同期パタ
ーンであるが、P1シンボルのP1シグナリングの情報を用いることで、複数の多重化の方式
（FDM，TDM，LDM）を判別する手法である。
【０２８０】
　すなわち、P1シグナリング解決手法では、上述した同期パターン解決手法のように、フ
レーム同期シンボル（FSS）で、異なる同期パターンを用いるのではなく、同一の同期パ
ターンを用いて、フレーム同期シンボル（FSS）を完全に共通化する。
【０２８１】
　その一方で、P1シグナリングに、多重化の方式を判別する判別情報として、周波数分割
多重化方式（FDM）、時分割多重化方式（TDM）、又は階層分割多重化方式（LDM）のいず
れかを明記する。この判別情報としては、例えば、"00"が、周波数分割多重化方式（FDM
）を表し、"01"が、時分割多重化方式（TDM）を表し、"10"が、階層分割多重化方式（LDM
）を表すように定義することができる。
【０２８２】
　受信装置３０では、P1シグナリングの判別情報（"00"，"01"，"10"）に基づいて、周波
数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化方式（TDM）、又は階層分割多重化方式（LDM）
の多重化の方式を判別することができる。
【０２８３】
　このように、P1シグナリング解決手法では、P1シグナリングの判別情報により、多重化
の方式を判別するため、サーチ時間を短縮することができる。
【０２８４】
　次に、P1シグナリング解決手法を用いる場合のP1シグナリングの構成について説明する
。なお、P1シグナリングの構成は、多重化の方式ごとに異なるので、以下、時分割多重化
方式（TDM）、周波数分割多重化方式（FDM）、階層分割多重化方式（LDM）の順に、P1シ
グナリングの構成を説明する。
【０２８５】
（２ａ）時分割多重化方式（TDM）
【０２８６】
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（P1シグナリングの例）
　図３７は、時分割多重化方式（TDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【０２８７】
　図３７において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Frame_Multiplexingを含む。
【０２８８】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、P1，P2シンボルの構造として、FFTサイズ、GI
、FECタイプ、及びパイロットパターンを組み合わせた情報を含む。なお、このP1_P2_wav
eform_structureとしては、例えば、図３０に示した組み合わせの情報を定義することが
できる。
【０２８９】
　1ビットのP1_eas_wake_upは、緊急警報フラグを表す。
【０２９０】
　2ビットのP1_band_widthは、放送信号のバンド幅を表す。
【０２９１】
　2ビットのP1_Frame_Multiplexingは、周波数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化方
式（TDM）、又は階層分割多重化方式（LDM）など、多重化の方式を判別するための情報を
表す。
【０２９２】
（P1_Frame_Multiplexingの例）
　図３８は、図３７のP1_Frame_Multiplexingの例を示す図である。
【０２９３】
　P1_Frame_Multiplexingの値として、"00"が指定された場合、多重化の方式が、周波数
分割多重化方式（FDM）であることを意味する。
【０２９４】
　P1_Frame_Multiplexingの値として、"01"が指定された場合、多重化の方式が、時分割
多重化方式（TDM）であることを意味する。
【０２９５】
　P1_Frame_Multiplexingの値として、"10"が指定された場合、多重化の方式が、階層分
割多重化方式（LDM）であることを意味する。
【０２９６】
　なお、"11"であるP1_Frame_Multiplexingの値は、将来の拡張の領域である。
【０２９７】
（２ｂ）周波数分割多重化方式（FDM）
【０２９８】
（P1シグナリングの例）
　図３９は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例
を示す図である。
【０２９９】
　図３９において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Frame_Multiplexingを含む。
【０３００】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、P1，P2シンボルの構造として、FFTサイズ、GI
、FECタイプ、パイロットパターン、総セグメント数、及び階層Ａのセグメント数を組み
合わせた情報を含む。なお、このP1_P2_waveform_structureとしては、例えば、図３２に
示した組み合わせの情報を定義することができる。
【０３０１】
　なお、図３９において、P1_eas_wake_up，P1_band_width，P1_Frame_Multiplexingは、
図３７に示した内容と同様である。すなわち、P1_Frame_Multiplexingは、多重化の方式



(30) JP 6953693 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

を判別するための情報を表している。
【０３０２】
（P1_Frame_Multiplexingの例）
　図４０は、図３９のP1_Frame_Multiplexingの例を示す図である。
【０３０３】
　図４０においては、図３８と同様に、P1_Frame_Multiplexingとして、周波数分割多重
化方式（FDM）の場合には、"00"が指定され、時分割多重化方式（TDM）の場合には、"01"
が指定され、階層分割多重化方式（LDM）の場合には、"10"が指定される。
【０３０４】
（２ｃ）階層分割多重化方式（LDM）
【０３０５】
（P1シグナリングの例）
　図４１は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のP1シグナリングのシンタックスの例を
示す図である。
【０３０６】
　図４１において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Frame_Multiplexingを含む。
【０３０７】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、P1，P2シンボルの構造として、FFTサイズ、GI
、FECタイプ、及びパイロットパターンを組み合わせた情報を含む。なお、このP1_P2_wav
eform_structureとしては、例えば、図３４に示した組み合わせの情報を定義することが
できる。
【０３０８】
　なお、図４１において、P1_eas_wake_up，P1_band_width，P1_Frame_Multiplexingは、
図３７に示した内容と同様である。すなわち、P1_Frame_Multiplexingは、多重化の方式
を判別するための情報を表している。
【０３０９】
（P1_Frame_Multiplexingの例）
　図４２は、図４１のP1_Frame_Multiplexingの例を示す図である。
【０３１０】
　図４２においては、図３８と同様に、P1_Frame_Multiplexingとして、周波数分割多重
化方式（FDM）の場合には、"00"が指定され、時分割多重化方式（TDM）の場合には、"01"
が指定され、階層分割多重化方式（LDM）の場合には、"10"が指定される。
【０３１１】
　以上、第１の解決手法について説明した。
【０３１２】
＜５．P2シグナリングの構成＞
【０３１３】
　次に、図４３乃至図５９を参照して、P2シンボルのP2シグナリングとして、L1Bシグナ
リング（L1-Basic）と、L1Dシグナリング（L1-Detail）について説明する。
【０３１４】
　ここで、L1Bシグナリングと、L1Dシグナリングには、例えば、次のような相違点がある
。すなわち、L1Bシグナリングは、固定長であり、L1Dシグナリングは、可変長である点が
異なっている。そのため、L1BシグナリングとL1Dシグナリングは、そのサイズが異なって
いる。通常、L1Bシグナリングのサイズよりも、L1Dシグナリングのサイズのほうが大きく
なる。
【０３１５】
　また、L1BシグナリングとL1Dシグナリングはその順に読み出されるため、L1Dシグナリ
ングよりもL1Bシグナリングのほうが、先に読み出される。さらに、L1Bシグナリングは、
L1Dシグナリングと比べて、よりロバスト（ロバストネス）に伝送することができる点で
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も異なっている。
【０３１６】
（１）L1Bシグナリングの構成
【０３１７】
　まず、図４３乃至図４７を参照して、L1Bシグナリングの構成について説明する。なお
、L1Bシグナリングの構成は、多重化の方式ごとに異なるので、以下、時分割多重化方式
（TDM）、周波数分割多重化方式（FDM）、階層分割多重化方式（LDM）の順に、L1Bシグナ
リングの構成を説明する。
【０３１８】
（１ａ）時分割多重化方式（TDM）
【０３１９】
（L1Bシグナリングの例）
　図４３は、時分割多重化方式（TDM）の場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【０３２０】
　図４３において、L1Bシグナリングは、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag
，L1B_time_info_flag，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fec_type，L1B_rese
rved，L1B_crcを含む。
【０３２１】
　3ビットのL1B_versionは、L1Bシグナリングのバージョンを表す。
【０３２２】
　1ビットのL1B_eas-wake_upは、緊急警報フラグを表す。
【０３２３】
　1ビットのL1B_lls_flagは、上位層のシグナリングの存在を示すフラグを表す。例えば
、上位層のシグナリングとして、LLS(Low Level Signaling)が規定されている場合に、当
該フラグは、LLSが存在するかどうかを示すものとなる。
【０３２４】
　1ビットのL1B_time_info_flagは、時刻情報のフラグを表す。
【０３２５】
　8ビットのL1B_L1_Detail_size_bytesは、L1Dシグナリングのサイズを表す。
【０３２６】
　2ビットのL1B_L1_Detail_fec_typeは、L1DシグナリングのFECタイプを表す。
【０３２７】
　80ビットのL1B_reservedは、将来の拡張の領域を表す。
【０３２８】
　32ビットのL1B_crcは、エラー検出のパリティを表す。
【０３２９】
（１ｂ）周波数分割多重化方式（FDM）
【０３３０】
（L1Bシグナリングの例）
　図４４は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例
を示す図である。
【０３３１】
　図４４において、L1Bシグナリングは、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag
，L1B_time_info_flag，L1B_num_layers，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fe
c_type，L1B_reserved，L1B_crcを含む。
【０３３２】
　図４４において、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag，L1B_time_info_flag
，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fec_type，L1B_reserved，L1B_crcは、図
４３に示した内容と同様である。すなわち、図４４のL1Bシグナリングは、図４３と比べ
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て、L1B_num_layersが追加されている。
【０３３３】
　2ビットのL1B_num_layersは、階層（FDM階層）の個数を表す。
【０３３４】
　なお、図４４においては、L1B_reservedのビット数が、78ビットとなる。
【０３３５】
（１ｃ）階層分割多重化方式（LDM）
【０３３６】
（L1Bシグナリングの例）
　図４５は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を
示す図である。
【０３３７】
　図４５において、L1Bシグナリングは、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag
，L1B_time_info_flag，L1B_num_layers，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fe
c_type，L1B_reserved，L1B_crcを含む。
【０３３８】
　図４５において、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag，L1B_time_info_flag
，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fec_type，L1B_reserved，L1B_crcは、図
４３に示した内容と同様である。すなわち、図４５のL1Bシグナリングは、図４３と比べ
て、L1B_num_layersが追加されている。
【０３３９】
　2ビットのL1B_num_layersは、階層（LDM階層）の個数を表す。
【０３４０】
（１ｄ）TDM，FDM，LDMで共通化した場合の例
【０３４１】
　ここで、図３７乃至図４２に示したTDM，FDM，LDMのP1シグナリングと、図４３乃至図
４５に示したTDM，FDM，LDMのL1Bシグナリングは、TDM，FDM，LDMの各多重化の方式で、
ほぼ同様に構成できることが、上述したP1シグナリングとL1Bシグナリングのシンタック
スの例からも明らかである。
【０３４２】
　すなわち、時分割多重化方式（TDM）では、階層に関する情報は、必ずしも必須の情報
ではないが、時分割多重化方式（TDM）のシグナリングに対し、階層に関する情報を入れ
ることができれば、周波数分割多重化方式（FDM）と階層分割多重化方式（LDM）と共通化
することができる。なお、時分割多重化方式（TDM）では、サブフレームを利用しなけれ
ば、num_layersをそのまま利用することができる。
【０３４３】
（P1シグナリングの例）
　図４６は、TDM，FDM，LDMで共通化した場合のP1シグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【０３４４】
　図４６において、P1シグナリングは、P1_P2_waveform_structure，P1_eas_wake_up，P1
_band_width，P1_Frame_Multiplexingを含む。
【０３４５】
　7ビットのP1_P2_waveform_structureは、周波数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化
方式（TDM）、及び階層分割多重化方式（LDM）の多重化の方式ごとに、意味が異なる。
【０３４６】
　すなわち、時分割多重化方式（TDM）の場合、P1_P2_waveform_structureには、FFTサイ
ズ、GI、FECタイプ、及びパイロットパターンを組み合わせた情報が含まれる。
【０３４７】
　また、周波数分割多重化方式（FDM）の場合、P1_P2_waveform_structureには、FFTサイ
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ズ、GI、FECタイプ、パイロットパターン、総セグメント数、及び階層Ａのセグメント数
を組み合わせた情報が含まれる。さらに、階層分割多重化方式（LDM）の場合、P1_P2_wav
eform_structureには、FFTサイズ、GI、FECタイプ、及びパイロットパターンを組み合わ
せた情報が含まれる。
【０３４８】
　これらの多重化の方式（FDM，TDM，LDM）は、P1_Frame_Multiplexingの値により、判別
することが可能となる。なお、P1_Frame_Multiplexingの値は、図３８等に示したものと
同様とされる。
【０３４９】
（L1Bシグナリングの例）
　図４７は、TDM，FDM，LDMで共通化した場合のL1Bシグナリングのシンタックスの例を示
す図である。
【０３５０】
　図４７において、L1Bシグナリングは、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag
，L1B_time_info_flag，L1B_num_layers，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fe
c_type，L1B_reserved，L1B_crcを含む。
【０３５１】
　図４７において、L1B_version，L1B_eas-wake_up，L1B_lls_flag，L1B_time_info_flag
，L1B_L1_Detail_size_bytes，L1B_L1_Detail_fec_type，L1B_reserved，L1B_crcは、図
４３に示した内容と同様である。すなわち、図４７のL1Bシグナリングは、図４３と比べ
て、L1B_num_layersが追加されている。
【０３５２】
　2ビットのL1B_num_layersは、階層の個数を表す。
【０３５３】
　ただし、周波数分割多重化方式（FDM）の場合、L1B_num_layersは、階層（FDM階層）の
個数を表す。また、階層分割多重化方式（LDM）の場合、L1B_num_layersは、階層（LDM階
層）の個数を表す。なお、時分割多重化方式（TDM）の場合、L1B_num_layersは、必ずし
も必須の情報ではなく、不要なときには、未使用とされる。
【０３５４】
（２）L1Dシグナリングの構成
【０３５５】
　次に、図４８乃至図５９を参照して、L1Dシグナリングの構成について説明する。なお
、L1Dシグナリングの構成は、多重化の方式ごとに異なるので、以下、時分割多重化方式
（TDM）、周波数分割多重化方式（FDM）、階層分割多重化方式（LDM）の順に、L1Dシグナ
リングの構成を説明する。
【０３５６】
（２ａ）時分割多重化方式（TDM）
【０３５７】
（L1Dシグナリングの第１の例）
　図４８は、時分割多重化方式（TDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第１の
例を示す図である。
【０３５８】
　図４８のL1Dシグナリングは、図６に示したサブフレームに対応した物理層フレームのP
2シンボルのP2シグナリングに相当している。
【０３５９】
　4ビットのL1D_versionは、L1Dシグナリングのバージョンを表す。
【０３６０】
　L1BシグナリングのL1B_time_info_flagが、時刻情報が存在することを示す場合、64ビ
ットのL1D_ntp_timeが記述される。L1D_ntp_timeは、時刻情報を表す。
【０３６１】
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　ここでは、例えば、上位層のトランスポートプロトコルとして、MMT(MPEG Media Trans
port)が用いられる場合には、時刻情報として、NTP(Network Time Protocol)フォーマッ
トの時刻情報を用いることができる。なお、時刻情報のフォーマットとしては、NTPフォ
ーマットに限らず、例えば、PTP(Precision Time Protocol)などの他のフォーマットを用
いるようにしてもよい。
【０３６２】
　P1シグナリングのP1_eas_wake_upが、緊急警報が存在することを示す場合、8ビットのL
1B_eas_codeが記述される。L1B_eas_codeは、緊急警報のコード情報を表す。
【０３６３】
　2ビットのL1D_num_subframesは、サブフレームの数を表す。このL1D_num_subframesが
示す数に応じたサブフレームループ内には、L1D_fft_size，L1D_guard_interval，L1D_sc
attered_pilot_pattern，L1D_pilot_pattern_boost，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_fir
st，L1D_bs_last，L1D_fcs_null_cellsが記述される。
【０３６４】
　これらのパラメータは、サブフレームごとに指定できるため、サブフレームごとに、変
調パラメータを変更することができる。
【０３６５】
　これらのパラメータのうち、例えば、2ビットのL1D_fft_sizeは、対象のサブフレーム
のFFTサイズを表す。また、例えば、2ビットのL1D_guard_intervalと、5ビットのL1D_sca
ttered_pilot_patternは、対象のサブフレームのガードインターバルとパイロットパター
ンを表している。
【０３６６】
　2ビットのL1D_num_layers_plpは、PLP(Physical Layer Pipe)の階層の数を表す。このL
1D_num_layers_plpが示す数に応じたPLPループ内には、L1D_plp_id，L1D_plp_lls_flag，
L1D_plp_start，L1D_plp_size，L1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_type，L1D_plp_TI_
num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_maxが記述される。
【０３６７】
　これらのパラメータを各サブフレームのPLPごとに指定できるため、サブフレーム内のP
LPごとに、変調パラメータを変更することができる。
【０３６８】
　これらのパラメータのうち、例えば、4ビットのL1D_plp_idは、対象のPLPのIDを表す。
また、例えば、4ビットのL1D_plp_modと、4ビットのL1D_plp_codと、1ビットのL1D_plp_t
ypeは、対象のPLPの変調方式と、符号化率と、タイプをそれぞれ表している。
【０３６９】
　PLPループとサブフレームループを抜けると、L1D_reservedと、L1D_crcが記述される。
L1D_reservedは、将来の拡張の領域を表す。32ビットのL1D_crcは、エラー検出のパリテ
ィを表す。
【０３７０】
（L1Dシグナリングの第２の例）
　図４９は、時分割多重化方式（TDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２の
例を示す図である。
【０３７１】
　図４９のL1Dシグナリングは、図５に示したサブフレームに未対応の物理層フレームのP
2シンボルのP2シグナリングに相当している。したがって、図４９のL1Dシグナリングでは
、図４８のL1Dシグナリングと比べて、サブフレームループの記述が削除されている。
【０３７２】
　すなわち、図４９のL1Dシグナリングでは、L1BシグナリングのL1B_num_layersが示す数
に応じた階層ループ内に、次のパラメータが記述される。
【０３７３】
　すなわち、この階層ループ内には、L1D_fft_size，L1D_guard_interval，L1D_scattere
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d_pilot_pattern，L1D_pilot_pattern_boost，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_first，L1
D_bs_last，L1D_fcs_null_cells，L1D_plp_id，L1D_plp_lls_flag，L1D_plp_start，L1D_
plp_size，L1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_type，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_
plp_TI_num_fec_blocks_maxが記述される。
【０３７４】
　これらのパラメータは、図４８のL1Dシグナリングのパラメータと重複しているため、
ここでは、その説明は省略する。
【０３７５】
（２ｂ）周波数分割多重化方式（FDM）
【０３７６】
（L1Dシグナリングの第１の例）
　第１の例では、単一のL1Dシグナリングに、階層Ａと階層Ｂの階層（FDM階層）ごとに固
有の情報と、階層Ａと階層Ｂの階層（FDM階層）で共通の情報とが含まれるようにする。
【０３７７】
　図５０は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第
１の例を示す図である。
【０３７８】
　図５０のL1Dシグナリングには、階層Ａと階層Ｂで共通の情報として、L1D_version，L1
D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_bs_null_cell
s，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_layersが記述
される。
【０３７９】
　また、図５０のL1Dシグナリングでは、L1BシグナリングのL1B_num_layersが示す数に応
じた階層ループ内に、次のパラメータが記述される。
【０３８０】
　すなわち、この階層ループ内には、L1D_numsegs，L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，L
1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_max
が記述される。そして、この階層ループ内のパラメータは、階層Ａと階層Ｂの各階層の固
有の情報として記述される。なお、6ビットのL1D_numsegsは、各階層のセグメント数を表
す。
【０３８１】
　このように、図５０のL1Dシグナリングには、階層Ａと階層Ｂの各階層で固有の情報と
ともに、階層Ａと階層Ｂの各階層で共通の情報が記述される。
【０３８２】
（L1Dシグナリングの第２の例）
　第２の例では、階層Ａと階層Ｂの階層（FDM階層）ごとに、L1Dシグナリングを用意して
、各階層に固有の情報を記述する。その際に、階層Ａと階層Ｂの階層間で共通の情報につ
いては、いずれかの階層のL1Dシグナリングに含まれるようにし、それ以外の階層のL1Dシ
グナリングには含まない。すなわち、第２の例では、階層Ａと階層Ｂで共通の情報は、階
層ＡのL1Dシグナリングにのみ含まれる。
【０３８３】
　図５１は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第
２の例（階層Ａ）を示す図である。
【０３８４】
　図５１のL1Dシグナリングには、階層Ａの固有の情報が記述されるので、図５０のL1Dシ
グナリングと比べて、階層ループの記述が削除され、すべての階層ではなく、階層Ａにつ
いてのパラメータが記述される。
【０３８５】
　すなわち、図５１のL1Dシグナリングにおいて、L1D_numsegs，L1D_layer_id，L1D_plp_
lls_flag，L1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec
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_blocks_maxには、階層Ａに固有の情報が記述される。
【０３８６】
　また、階層Ａと階層Ｂで共通の情報については、図５１のL1Dシグナリングに記述され
る。すなわち、図５１のL1Dシグナリングには、階層Ａと階層Ｂで共通の情報として、L1D
_version，L1D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_
bs_null_cells，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_l
ayersが記述される。
【０３８７】
　このように、図５１のL1Dシグナリングには、階層Ａに固有の情報とともに、階層Ａと
階層Ｂの各階層で共通の情報が記述される。
【０３８８】
　図５２は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第
２の例（階層Ｂ）を示す図である。
【０３８９】
　図５２のL1Dシグナリングにおいて、L1D_numsegs，L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，
L1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_ma
xには、階層Ｂに固有の情報が記述される。
【０３９０】
　なお、上述したように、階層Ａと階層Ｂで共通の情報については、階層ＡのL1Dシグナ
リング（図５１）に記述されるため、階層ＢのL1Dシグナリング（図５２）への記述は不
要である。
【０３９１】
　このように、図５２のL1Dシグナリングには、階層Ｂに固有な情報のみが記述される。
【０３９２】
（L1Dシグナリングの第３の例）
　第３の例では、階層Ａと階層Ｂの階層（FDM階層）ごとに、L1Dシグナリングを用意して
、各階層に固有の情報を記述する。その際に、階層Ａと階層Ｂ等の階層間で共通の情報に
ついては、すべての階層のL1Dシグナリングに含まれるようにする。すなわち、第３の例
では、階層Ａと階層Ｂで共通の情報は、階層ＡのL1Dシグナリングと、階層ＢのL1Dシグナ
リングの両方に含まれる。
【０３９３】
　図５３は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第
３の例（階層Ａ）を示す図である。
【０３９４】
　図５３のL1Dシグナリングにおいて、L1D_numsegs，L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，
L1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_ma
xには、階層Ａに固有の情報が記述される。
【０３９５】
　また、図５３のL1Dシグナリングには、階層Ａと階層Ｂで共通の情報として、L1D_versi
on，L1D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_bs_nul
l_cells，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_layers
が記述される。
【０３９６】
　このように、図５３のL1Dシグナリングには、階層Ａに固有の情報とともに、階層Ａと
階層Ｂの各階層で共通の情報が記述される。
【０３９７】
　図５４は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第
３の例（階層Ｂ）を示す図である。
【０３９８】
　図５４のL1Dシグナリングにおいて、L1D_numsegs，L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，
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L1D_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_ma
xには、階層Ｂに固有の情報が記述される。
【０３９９】
　また、図５４のL1Dシグナリングには、階層Ａと階層Ｂで共通の情報として、L1D_versi
on，L1D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_bs_nul
l_cells，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_layers
が記述される。
【０４００】
　このように、図５４のL1Dシグナリングには、階層Ｂに固有の情報とともに、階層Ａと
階層Ｂの各階層で共通の情報が記述される。
【０４０１】
（２ｃ）階層分割多重化方式（LDM）
【０４０２】
（L1Dシグナリングの第１の例）
　第１の例では、単一のL1Dシグナリングに、階層kと階層k+1の階層（LDM階層）ごとに固
有の情報と、階層kと階層k+1の階層（LDM階層）で共通の情報とが含まれるようにする。
【０４０３】
　図５５は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第１
の例を示す図である。
【０４０４】
　図５５のL1Dシグナリングには、階層kと階層k+1で共通の情報として、L1D_version，L1
D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_bs_null_cell
s，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_layersが記述
される。
【０４０５】
　また、図５５のL1Dシグナリングでは、L1BシグナリングのL1B_num_layersが示す数に応
じた階層ループ内に、次のパラメータが記述される。
【０４０６】
　すなわち、この階層ループ内には、L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，L1D_plp_mod，L
1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_maxが記述される
。そして、この階層ループ内のパラメータは、階層kと階層k+1の各階層の固有の情報とし
て記述される。
【０４０７】
　このように、図５５のL1Dシグナリングには、階層kと階層k+1の各階層で固有の情報と
ともに、階層kと階層k+1の各階層で共通の情報が記述される。
【０４０８】
（L1Dシグナリングの第２の例）
　第２の例では、階層kと階層k+1の階層（LDM階層）ごとに、L1Dシグナリングを用意して
、各階層に固有の情報を記述する。その際に、階層kと階層k+1の階層間で共通の情報につ
いては、いずれかの階層のL1Dシグナリングに含まれるようにし、それ以外の階層のL1Dシ
グナリングには含まない。すなわち、第２の例では、階層kと階層k+1で共通の情報は、階
層kのL1Dシグナリングにのみ含まれる。
【０４０９】
　図５６は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２
の例（階層k）を示す図である。
【０４１０】
　図５６のL1Dシグナリングには、階層kの固有の情報が記述されるので、図５５のL1Dシ
グナリングと比べて、階層ループの記述が削除され、すべての階層ではなく、階層kにつ
いてのパラメータが記述される。
【０４１１】
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　すなわち、図５６のL1Dシグナリングにおいて、L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，L1D
_plp_mod，L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_maxに
は、階層kに固有の情報が記述される。
【０４１２】
　また、階層kと階層k+1で共通の情報については、図５６のL1Dシグナリングに記述され
る。すなわち、図５６のL1Dシグナリングには、階層kと階層k+1で共通の情報として、L1D
_version，L1D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_
bs_null_cells，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_l
ayersが記述される。
【０４１３】
　このように、図５６のL1Dシグナリングには、階層kに固有の情報とともに、階層kと階
層k+1の各階層で共通の情報が記述される。
【０４１４】
　図５７は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第２
の例（階層k+1）を示す図である。
【０４１５】
　図５７のL1Dシグナリングにおいて、L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，L1D_plp_mod，
L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_maxには、階層k+
1に固有の情報が記述される。
【０４１６】
　なお、上述したように、階層kと階層k+1で共通の情報については、階層kのL1Dシグナリ
ング（図５６）に記述されるため、階層k+1のL1Dシグナリング（図５７）への記述は不要
である。
【０４１７】
　このように、図５７のL1Dシグナリングには、階層k+1に固有な情報のみが記述される。
【０４１８】
（L1Dシグナリングの第３の例）
　第３の例では、階層kと階層k+1の階層（LDM階層）ごとに、L1Dシグナリングを用意して
、各階層に固有の情報を記述する。その際に、階層kと階層k+1等の階層間で共通の情報に
ついては、すべての階層のL1Dシグナリングに含まれるようにする。すなわち、第３の例
では、階層kと階層k+1で共通の情報は、階層kのL1Dシグナリングと、階層k+1のL1Dシグナ
リングの両方に含まれる。
【０４１９】
　図５８は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第３
の例（階層k）を示す図である。
【０４２０】
　図５８のL1Dシグナリングにおいて、L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，L1D_plp_mod，
L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_maxには、階層k
に固有の情報が記述される。
【０４２１】
　また、図５８のL1Dシグナリングには、階層kと階層k+1で共通の情報として、L1D_versi
on，L1D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_bs_nul
l_cells，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_layers
が記述される。
【０４２２】
　このように、図５８のL1Dシグナリングには、階層kに固有の情報とともに、階層kと階
層k+1の各階層で共通の情報が記述される。
【０４２３】
　図５９は、階層分割多重化方式（LDM）の場合のL1Dシグナリングのシンタックスの第３
の例（階層k+1）を示す図である。
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【０４２４】
　図５９のL1Dシグナリングにおいて、L1D_layer_id，L1D_plp_lls_flag，L1D_plp_mod，
L1D_plp_cod，L1D_plp_TI_num_ti_blocks，L1D_plp_TI_num_fec_blocks_maxには、階層k+
1に固有の情報が記述される。
【０４２５】
　また、図５９のL1Dシグナリングには、階層kと階層k+1で共通の情報として、L1D_versi
on，L1D_ntp_time，L1B_eas_code，L1D_num_ofdm_symbols，L1D_bs_present，L1D_bs_nul
l_cells，L1D_scattered_pilot_pattern，L1D_scattered_pilot_boost，L1D_num_layers
が記述される。
【０４２６】
　このように、図５９のL1Dシグナリングには、階層k+1に固有の情報とともに、階層kと
階層k+1の各階層で共通の情報が記述される。
【０４２７】
＜６．第２の解決手法＞
【０４２８】
　上述したように、現行のISDB-Tなど、周波数分割多重化方式（FDM）を採用した場合、
物理層フレームにおいて、TMCC情報等のL1シグナリングが分散して配置されているため、
受信装置３０では、同期をとるために必ず１フレームは要するという課題があったが、本
技術では、この課題を、第２の解決手法により解決する。
【０４２９】
（シグナリングの集中配置の例）
　図６０は、本技術を適用した物理層フレームにおけるL1シグナリングの集中配置の例を
示す図である。
【０４３０】
　なお、図６０においては、図６０Ｂに、本技術を適用した物理層フレームの構成を示す
とともに、比較のために、図６０Ａに、現行のISDB-Tの物理層フレームの構成を示してい
る。
【０４３１】
　図６０Ａにおいて、横方向は、サブキャリアの番号（キャリア番号）を表す周波数軸で
あり、縦方向は、OFDMシンボルの番号（OFDMシンボル番号）を表す時間軸である。
【０４３２】
　ここで、ISDB-Tでは、OFDMのサブキャリアの間隔が異なるモード１，２，３の３つの伝
送モードが規定されている。また、ISDB-Tでは、サブキャリアの変調方式として、QPSK(Q
uaternary Phase Shift Keying)，16QAM(Quadrature Amplitude Modulation)，64QAM，及
び、DQPSK(Differential QPSK)の４つの変調方式が規定されている。
【０４３３】
　図６０Ａは、伝送モードがモード１で、変調方式がQPSK，16QAM，64QAMのOFDMセグメン
トの構成を示している。図６０Ａにおいては、204個のOFDMシンボルにより、1個のOFDMフ
レームが構成されている。
【０４３４】
　図６０Ａにおいて、Si,jは、上位層のデータで変調されたサブキャリアのデータシンボ
ル（キャリアシンボル）を表し、OFDMセグメントは、データシンボルに、パイロット信号
であるSP(Scattered Pilot)や、TMCC信号、AC(Auxiliary Channel)信号の各シンボル（サ
ブキャリア）が付加されて構成される。
【０４３５】
　TMCC信号は、シグナリング（制御情報）としてのTMCC情報を伝送するための信号であり
、AC信号は、放送に関する付加情報を伝送するための拡張用信号である。このAC信号では
、緊急警報情報などのAC情報を伝送することができる。すなわち、TMCC情報とAC情報は、
L1シグナリングであると言える。
【０４３６】
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　なお、現行のISDB-TのOFDMセグメントの構成については、上記の非特許文献１の「3.12
 フレーム構成」などに記載されている。
【０４３７】
　図６０Ａに示すように、現行のISDB-Tの物理層フレームにおいては、TMCC情報やAC情報
などのL1シグナリングが、時間方向に配置され、１つの物理層フレーム単位で構成されて
いる。換言すれば、現行のISDB-Tの物理層フレームでは、L1シグナリングが分散して配置
されている。そのため、受信装置３０では、L1シグナリングを取得するまでに少なくとも
、１つの物理層フレームを処理しなければならず、同期をとるために、必ず１つの物理層
フレームのフレーム長（の時間）を要していた。
【０４３８】
　一方で、本技術を適用した物理層フレームは、図６０Ｂに示した構成からなる。
【０４３９】
　図６０Ｂにおいては、図中の左側から右側に向かう方向を周波数（Freq）の方向とし、
図中の上側から下側に向かう方向を時間（Time）の方向としたときにおける、周波数分割
多重化方式（FDM）を用いた場合の物理層フレームの構成を表している。
【０４４０】
　図６０Ｂにおいて、物理層フレームの先頭には、フレーム同期シンボル（FSS）が挿入
され、さらに、それに続いて、P1シンボル（P1）が挿入される。
【０４４１】
　また、周波数分割多重化方式（FDM）を用いる場合には、所定の周波数帯域（例えば6MH
z）が、複数のセグメントに周波数分割され、階層Ａと階層Ｂの階層ごとに、P2シンボル
（P2）、データシンボル、及びバウンダリシンボル（BS）が配置される。
【０４４２】
　このとき、図６０Ｂの枠内に示すように、１つの物理層フレームにおいて、その先頭か
ら順に、フレーム同期シンボル（FSS）と、P1シンボル（P1）と、P2シンボル（P2）が配
置されている。ここで、P1シンボルには、P1シグナリングが含まれる。また、P2シンボル
には、L1BシグナリングやL1Dシグナリング等のP2シグナリングが含まれる。
【０４４３】
　すなわち、P1シンボルやP2シンボルに含まれるL1シグナリングが、物理層フレームの先
頭に集中して配置されている。そのため、受信装置３０では、物理層フレームを処理する
際に、その先頭に集中して配置されているL1シグナリングを迅速に取得して、同期をとる
までの時間を短縮することができる。
【０４４４】
　ここでは、例えば、１つの物理層フレームのフレーム長の約半分の時間で、L1シグナリ
ングを取得することが可能となり、その結果として、必ず１つの物理層フレームのフレー
ム長（の時間）を要していた現行のISDB-Tの物理層フレームと比べて、同期をとるまでの
時間を短縮することができる。
【０４４５】
　なお、図６０Ｂの物理層フレームの構成は、上述した図８の周波数分割多重化方式（FD
M）を用いた場合の物理層フレームの構成に対応している。また、ここでは、周波数分割
多重化方式（FDM）について述べたが、図５や図６、図９に示したように、時分割多重化
方式（TDM）を用いた場合の物理層フレームや、階層分割多重化方式（LDM）を用いた場合
の物理層フレームでも、その先頭にL1シグナリングが集中して配置されている。
【０４４６】
　以上、第２の解決手法について説明した。
【０４４７】
＜７．第３の解決手法＞
【０４４８】
　上述したように、現状の技術では、物理層フレームのペイロード（Payload）は、周波
数分割多重化方式（FDM）又は階層分割多重化方式（LDM）を適用して、FDM化又はLDM化す
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ることは可能であるが、フレーム同期シンボル（FSS）やプリアンブル（Preamble）は、F
DM化又はLDM化することができないという課題があったが、本技術では、この課題を、第
３の解決手法により解決する。
【０４４９】
（FDMとLDMの場合のFSS，P1，P2の配置の例）
　図６１は、周波数分割多重化方式（FDM）と、階層分割多重化方式（LDM）のフレーム同
期シンボル（FSS）、P1シンボル（P1）、及びP2シンボル（P2）の配置の例を示す図であ
る。
【０４５０】
　なお、図６１においては、図６１Ａに、周波数分割多重化方式（FDM）を用いた場合の
物理層フレームの構成を示し、図６１Ｂに、階層分割多重化方式（LDM）を用いた場合の
物理層フレームの構成を示している。
【０４５１】
　図６１Ａにおいて、物理層フレームの先頭には、フレーム同期シンボル（FSS）が挿入
され、さらに、それに続いて、P1シンボル（P1）が挿入される。
【０４５２】
　また、周波数分割多重化方式（FDM）を用いる場合には、所定の周波数帯域（例えば6MH
z）が、複数のセグメントに周波数分割され、階層Ａと階層Ｂの階層（FDM階層）ごとに、
P2シンボル（P2）、データシンボル（Frame）、及びバウンダリシンボル（BS）が配置さ
れる。
【０４５３】
　このとき、図６１Ａの枠内に示すように、P2シンボルは、そこに配置されるデータを分
けることで、階層Ａと階層Ｂの階層ごとに配置されている。そのため、図６１Ａに示した
物理層フレームでは、データシンボルやバウンダリシンボルのみならず、P2シンボル等の
プリアンブルをFDM化することができる。
【０４５４】
　一方で、図６１Ｂにおいて、物理層フレームの先頭には、フレーム同期シンボル（FSS
）が挿入され、さらに、それに続いてP1シンボル（P1）が挿入される。
【０４５５】
　また、階層分割多重化方式（LDM）を用いる場合には、異なる送信電力となる階層（LDM
階層）ごとに、P2シンボル（P2）、データシンボル（Frame）、及びバウンダリシンボル
（BS）が配置される。
【０４５６】
　このとき、図６１Ｂの枠内に示すように、P2シンボルは、階層kと階層k+1の階層（LDM
階層）ごとに配置されている。そのため、図６１Ｂに示した物理層フレームでは、データ
シンボルやバウンダリシンボルのみならず、P2シンボル等のプリアンブルをLDM化するこ
とができる。
【０４５７】
　このように、第３の解決手法では、周波数分割多重化方式（FDM）又は階層分割多重化
方式（LDM）を用いる場合に、データシンボルやバウンダリシンボルのみならず、P2シン
ボル等のプリアンブルを、FDM化又はLDM化することができる。
【０４５８】
　なお、図６１Ａの物理層フレームの構成は、上述した図７の周波数分割多重化方式（FD
M）の場合の物理層フレームの構成に対応し、図６１Ｂの物理層フレームの構成は、上述
した図９の階層分割多重化方式（LDM）の場合の物理層フレームの構成に対応している。
【０４５９】
　以上、第３の解決手法について説明した。
【０４６０】
＜８．受信装置の動作＞
【０４６１】
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　次に、図６２乃至図６６を参照して、図１の受信装置３０の動作について説明する。
【０４６２】
（１）時分割多重化方式（TDM）の物理層フレームの処理
【０４６３】
（フレーム処理例）
　図６２は、時分割多重化方式（TDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理を
説明する図である。
【０４６４】
　図６２に示すように、時分割多重化方式（TDM）を用いる場合、物理層フレームの先頭
から、フレーム同期シンボル（FSS）と、P1シンボル（P1）と、P2シンボル（P2）が順に
配置される。また、図６２の例では、物理層フレームが、サブフレームに対応しているた
め、P2シンボル（P2）に続いて、サブフレームnと、サブフレームn+1の２つのサブフレー
ムが配置されている。
【０４６５】
　ここで、受信装置３０では、フレーム同期シンボル（FSS）により物理層フレームの先
頭を認識し、P1シンボルの情報（P1シグナリング）を取得することができる。また、受信
装置３０では、P1シグナリングの情報を用いて、物理層フレームから、P2シンボルの情報
（P2シグナリング）を抽出し、さらに、データシンボルを抽出することができる。
【０４６６】
　また、２以上のサブフレームが配置される場合には、サブフレームごとに、変調パラメ
ータの変更が可能であるが、L1Dシグナリングには、サブフレームごとの変調パラメータ
の情報が含まれている。そのため、受信装置３０では、L1Dシグナリングの情報（例えば
、図４８のL1Dシグナリングのサブフレームループ内の情報）を用いて、物理層フレーム
から、各サブフレームのデータシンボルを抽出することができる。
【０４６７】
　なお、受信装置３０では、L1Dシグナリングの情報を用い、物理層フレームから、図６
２の枠内のサブフレームnのデータシンボルを選択的に抽出することもできる。
【０４６８】
（２）周波数分割多重化方式（FDM）の物理層フレームの処理
【０４６９】
（フレーム処理例）
　図６３は、周波数分割多重化方式（FDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処
理を説明する図である。
【０４７０】
　図６３に示すように、周波数分割多重化方式（FDM）を用いる場合、物理層フレームの
先頭から、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）が順に配置され、さらに、
階層Ａや階層Ｂの階層（FDM階層）ごとに、P2シンボル（P2）と、データシンボル（Frame
）と、バウンダリシンボル（BS）が配置される。
【０４７１】
　ここで、受信装置３０が、チャネルに割り当てられた所定の周波数帯域（例えば6MHz）
の全帯域を受信する場合、フレーム同期シンボル（FSS）により物理層フレームの先頭を
認識し、P1シンボルの情報（P1シグナリング）を取得することができる。また、受信装置
３０では、P1シグナリングの情報を用いて、物理層フレームから、P2シンボルの情報（P2
シグナリング）を抽出し、さらに、データシンボルを抽出することができる。
【０４７２】
　また、受信装置３０が、所定の周波数帯域のうち、階層Ａ（Layer A）に対応した部分
帯域を受信する場合には、図６３の枠内の周波数帯域を受信することになる。ここで、図
６４には、図６３の物理層フレームの構成の詳細を示している。すなわち、図６４におい
ては、階層Ａと階層Ｂの階層ごとのP2シンボル、データシンボル、及びバウンダリシンボ
ルが、セグメント単位で表されている。
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【０４７３】
　図６４において、階層Ａと階層Ｂの各階層は、複数のセグメントで構成されるが、例え
ば、総セグメント数は、35セグメントとされ、中央のセグメントを含む階層Ａは、中央の
9セグメントとすることができる。つまり、受信装置３０が、階層Ａに対応した部分帯域
を受信する場合、中央の9セグメント分の周波数帯域のみを受信することになる。
【０４７４】
　この場合において、受信装置３０は、十分にロバストなフレーム同期シンボル（FSS）
により、物理層フレームの先頭を認識し、P1シンボルの情報（P1シグナリング）を取得す
ることができる。また、受信装置３０は、P1シグナリングの情報（例えば、図３１のP1_P
2_waveform_structure）から、階層Ａのセグメント数（例えば、9セグメント）を認識す
ることができる。
【０４７５】
　そのため、受信装置３０では、P1シグナリングの情報を用いて、中央の9セグメントか
らなる階層Ａに対応した部分帯域から、P2シンボルの情報（P2シグナリング）を抽出し、
さらに、データシンボルを抽出することができる。
【０４７６】
　なお、例えば、図６５において、総セグメント数が35セグメントの場合に、中央の7セ
グメントを、階層Ａとしたときであっても、受信装置３０は、中央の9セグメント分の周
波数帯域を、部分帯域として受信することで、P1シグナリングの情報を用いて、P2シグナ
リングを抽出し、さらに、データシンボルを抽出することができる。
【０４７７】
（３）階層分割多重化方式（LDM）の物理層フレームの処理
【０４７８】
（フレーム処理例）
　図６６は、階層分割多重化方式（LDM）の場合の物理層フレームに対する受信側の処理
を説明する図である。
【０４７９】
　図６６に示すように、階層分割多重化方式（LDM）を用いる場合、物理層フレームの先
頭から、フレーム同期シンボル（FSS）とP1シンボル（P1）が順に配置され、さらに、P2
シンボル（P2）と、データシンボル（Frame）と、バウンダリシンボル（BS）が順に配置
される。ただし、P2シンボル（P2）と、データシンボル（Frame）と、バウンダリシンボ
ル（BS）は、階層kや階層k+1の階層（LDM階層）ごとに配置される。
【０４８０】
　ここで、受信装置３０では、フレーム同期シンボル（FSS）により物理層フレームの先
頭を認識し、P1シンボルの情報（P1シグナリング）を取得することができる。また、受信
装置３０では、P1シグナリングの情報を用いて、階層kや階層k+1の階層ごとに、P2シンボ
ルの情報（P2シグナリング）を抽出し、さらに、データシンボルを抽出することができる
。
【０４８１】
　なお、受信装置３０では、L1シグナリングの情報を用い、物理層フレームから、図６６
の枠内の階層（LDM階層）の一部を選択的に抽出することもできる。
【０４８２】
＜９．各解決手法に対応した処理の流れ＞
【０４８３】
　次に、図６７乃至図７１のフローチャートを参照して、上述した第１の解決手法乃至第
３の解決手法に対応した送信側と受信側の処理の流れについて説明する。
【０４８４】
（第１の解決手法に対応する処理）
　まず、図６７及び図６８のフローチャートを参照して、第１の解決手法に対応する送信
側と受信側の処理の流れについて説明する。ただし、上述したように、第１の解決手法と
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しては、異なる同期パターンを利用した同期パターン解決手法と、P1シグナリングを利用
したP1シグナリング解決手法の２通りがあるので、順に説明する。
【０４８５】
（同期パターン解決手法に対応する処理）
　図６７のフローチャートを参照して、同期パターン解決手法に対応する送信側と受信側
の処理の流れについて説明する。
【０４８６】
　ステップＳ１１において、データ処理装置１０のコンポーネント処理部１１１乃至デー
タ処理部１１４は、ストリームを生成する。
【０４８７】
　このステップＳ１１の処理では、マルチプレクサ１３によって、コンポーネント処理部
１１１からのコンポーネントのストリームと、シグナリング生成部１１２からの上位層の
シグナリングのストリームとが多重化される。そして、データ処理部１１４によって、多
重化の結果得られるストリームが処理され、伝送データのストリームが生成される。
【０４８８】
　ステップＳ１２において、送信装置２０のデータ処理部２１１は、ステップＳ１１の処
理で得られるストリームを処理することで、物理層フレームを生成する。
【０４８９】
　このステップＳ１２の処理では、上述した同期パターン解決手法によって、多重化の方
式（FDM，TDM，LDM）ごとに、共通のフレーム同期シンボル（FSS）で、異なる同期パター
ン（例えば、図２８の同期パターン）となるように、物理層フレームが生成される。
【０４９０】
　ステップＳ１３において、送信装置２０の変調部２１２は、ステップＳ１２の処理で得
られる物理層フレームに対し、必要な処理を施して、その結果得られる放送信号を、送信
所に設置された送信用アンテナから送信する。
【０４９１】
　ステップＳ２１において、受信装置３０のRF部３１１は、送信所に設置された送信用ア
ンテナから送信されてくる放送信号を受信する。
【０４９２】
　ステップＳ２２において、受信装置３０の復調部３１２は、ステップＳ２１の処理で受
信された放送信号から得られる物理層フレームを処理する。
【０４９３】
　このステップＳ２２の処理では、上述した同期パターン解決手法によって、共通のフレ
ーム同期シンボル（FSS）で、異なる同期パターン（例えば、図２８の同期パターン）に
基づいて、多重化の方式（FDM，TDM，LDM）を判別し、その判別結果に応じて物理層フレ
ームを処理することで、伝送データのストリームが得られる。
【０４９４】
　ステップＳ２３において、受信装置３０のデータ処理部３１３は、ステップＳ２２の処
理で得られるストリームを処理する。
【０４９５】
　このステップＳ２３の処理では、伝送データのストリームを処理することで、上位層の
シグナリングやコンポーネントのストリームが得られる。そして、上位層のシグナリング
やコンポーネントのストリームが処理されることで、放送番組等のコンテンツが再生され
る。
【０４９６】
　以上、同期パターン解決手法に対応する処理の流れを説明した。
【０４９７】
（P1シグナリング解決手法に対応する処理）
　図６８のフローチャートを参照して、P1シグナリング解決手法に対応する送信側と受信
側の処理の流れについて説明する。
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【０４９８】
　なお、図６８において、送信側のステップＳ３１，Ｓ３３の処理と、受信側のステップ
Ｓ４１，Ｓ４３の処理は、上述した図６７のステップＳ１１，Ｓ１３の処理と、図６７の
ステップＳ２１，Ｓ２３の処理と同様であるため、その説明は省略する。
【０４９９】
　送信側のステップＳ３２において、送信装置２０のデータ処理部２１１は、ステップＳ
３１の処理で得られるストリームを処理することで、物理層フレームを生成する。
【０５００】
　このステップＳ３２の処理では、上述したP1シグナリング解決手法によって、多重化の
方式（FDM，TDM，LDM）を判別する判別情報（例えば、図３７，図３９，図４１のP1_Fram
e_Multiplexing）を記述したP1シグナリングを含む物理層フレームが生成される。ただし
、この物理フレームにおいては、共通のフレーム同期シンボル（FSS）で、同一の同期パ
ターンとなる。
【０５０１】
　一方で、受信側のステップＳ４２において、受信装置３０の復調部３１２は、ステップ
Ｓ４１の処理で受信された放送信号から得られる物理層フレームを処理する。
【０５０２】
　このステップＳ４２の処理では、上述したP1シグナリング解決手法によって、P1シグナ
リングに記述された判別情報（例えば、図３７，図３９，図４１のP1_Frame_Multiplexin
g）に基づいて、多重化の方式（FDM，TDM，LDM）を判別し、その判別結果に応じて物理層
フレームを処理することで、伝送データのストリームが得られる。
【０５０３】
　以上、P1シグナリング解決手法に対応する処理の流れを説明した。
【０５０４】
（第２の解決手法に対応する処理）
　次に、図６９のフローチャートを参照して、第２の解決手法に対応する送信側と受信側
の処理の流れについて説明する。
【０５０５】
　ステップＳ５１においては、図６７のステップＳ１１の処理と同様に、データ処理装置
１０のコンポーネント処理部１１１乃至データ処理部１１４によって、ストリームが生成
される。
【０５０６】
　ステップＳ５２において、送信装置２０のデータ処理部２１１は、ステップＳ５１の処
理で得られるストリームを処理することで、物理層フレームを生成する。
【０５０７】
　このステップＳ５２の処理では、上述した第２の解決手法によって、L1Bシグナリング
やL1Dシグナリング等のL1シグナリングが先頭（先頭側）に集中して配置されるように、
物理層フレーム（例えば、図６０Ｂの物理層フレーム）が生成される。
【０５０８】
　ステップＳ５３においては、図６７のステップＳ１３の処理と同様に、送信装置２０の
変調部２１２によって、放送信号が送信される。ステップＳ６１においては、図６７のス
テップＳ２１と同様に、受信装置３０のRF部３１１によって、放送信号が受信される。
【０５０９】
　ステップＳ６２において、受信装置３０の復調部３１２は、ステップＳ６１の処理で受
信された放送信号から得られる物理層フレームを処理する。
【０５１０】
　このステップＳ６２の処理では、上述した第２の解決手法によって、物理層フレーム（
例えば、図６０Ｂの物理層フレーム）の先頭（先頭側）に集中して配置されているL1シグ
ナリングを取得し、物理層フレームを処理することで、伝送データのストリームが得られ
る。
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【０５１１】
　ステップＳ６３においては、図６７のステップＳ２３と同様に、受信装置３０のデータ
処理部３１３によって、ストリームが処理される。
【０５１２】
　以上、第２の解決手法に対応する処理の流れを説明した。
【０５１３】
（第３の解決手法に対応する処理）
　最後に、図７０及び図７１のフローチャートを参照して、上述した第３の解決手法に対
応する送信側と受信側の処理の流れについて説明する。ただし、上述したように、第３の
解決手法としては、周波数分割多重化方式（FDM）への対応と、階層分割多重化方式（LDM
）への対応の２通りの解決手法があるので、順に説明する。
【０５１４】
（FDM対応処理）
　図７０のフローチャートを参照して、FDM対応の第３の解決手法に対応する送信側と受
信側の処理の流れについて説明する。
【０５１５】
　ステップＳ７１においては、図６７のステップＳ１１の処理と同様に、データ処理装置
１０のコンポーネント処理部１１１乃至データ処理部１１４によって、ストリームが生成
される。
【０５１６】
　ステップＳ７２において、送信装置２０のデータ処理部２１１は、ステップＳ７１の処
理で得られるストリームを処理することで、物理層フレームを生成する。
【０５１７】
　このステップＳ７２の処理では、上述したFDM対応の第３の解決手法によって、P2シン
ボル（のP2シグナリング）を、階層Ａや階層Ｂの階層（FDM階層）ごとに配置してFDM化す
ることで、物理層フレーム（例えば、図６１Ａの物理層フレーム）が生成される。
【０５１８】
　ステップＳ７３においては、図６７のステップＳ１３の処理と同様に、送信装置２０の
変調部２１２によって、放送信号が送信される。ステップＳ８１においては、図６７のス
テップＳ２１と同様に、受信装置３０のRF部３１１によって、放送信号が受信される。
【０５１９】
　ステップＳ８２において、受信装置３０の復調部３１２は、ステップＳ８１の処理で受
信された放送信号から得られる物理層フレームを処理する。
【０５２０】
　ステップＳ８２の処理では、上述したFDM対応の第３の解決手法によって、物理層フレ
ーム（例えば、図６１Ａの物理層フレーム）にてFDM化されたP2シンボルから、P2シグナ
リング（L1BシグナリングやL1Dシグナリング）を取得し、物理層フレームを処理すること
で、伝送データのストリームが得られる。
【０５２１】
　ステップＳ８３においては、図６７のステップＳ２３と同様に、受信装置３０のデータ
処理部３１３によって、ストリームが処理される。
【０５２２】
　以上、FDM対応の第３の解決手法に対応する処理の流れを説明した。
【０５２３】
（LDM対応処理）
　図７１のフローチャートを参照して、LDM対応の第３の解決手法に対応する送信側と受
信側の処理の流れについて説明する。
【０５２４】
　なお、図７１において、送信側のステップＳ９１，Ｓ９３の処理と、受信側のステップ
Ｓ１０１，Ｓ１０３の処理は、上述した図７０のステップＳ７１，Ｓ７３の処理と、図７
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０のステップＳ８１，Ｓ８３の処理と同様であるため、その説明は省略する。
【０５２５】
　送信側のステップＳ９２において、送信装置２０のデータ処理部２１１は、ステップＳ
９１の処理で得られるストリームを処理することで、物理層フレームを生成する。
【０５２６】
　このステップＳ９２の処理では、上述したLDM対応の第３の解決手法によって、P2シン
ボル（のP2シグナリング）を、階層kや階層k+1の階層（LDM階層）ごとに配置してLDM化す
ることで、物理層フレーム（例えば、図６１Ｂの物理層フレーム）が生成される。
【０５２７】
　一方で、受信側のステップＳ１０２において、受信装置３０の復調部３１２は、ステッ
プＳ１０１の処理で受信された放送信号から得られる物理層フレームを処理する。
【０５２８】
　ステップＳ１０２の処理では、上述したLDM対応の第３の解決手法によって、物理層フ
レーム（例えば、図６１Ｂの物理層フレーム）にてLDM化されたP2シンボルから、P2シグ
ナリング（L1BシグナリングやL1Dシグナリング）を取得し、物理層フレームを処理するこ
とで、伝送データのストリームが得られる。
【０５２９】
　以上、LDM対応の第３の解決手法に対応する処理の流れを説明した。
【０５３０】
＜１０．変形例＞
【０５３１】
（解決手法の組み合わせ）
　上述した説明では、第１の解決手法乃至第３の解決手法の各解決手法を別個に説明した
が、２以上の解決手法を組み合わせることもできる。
【０５３２】
　例えば、第１の解決手法と第２の解決手法とを組み合わせて、物理層フレームにおいて
、共通のフレーム同期シンボル（FSS）で、同一の同期パターンを用いる際に、その先頭
に、L1シグナリングを集中して配置することも可能である。これにより、受信装置３０で
は、物理層フレームの処理時に、多重化の方式を判別できるだけでなく、同時に、同期を
とるまでの時間を短縮することが可能となる。
【０５３３】
　また、例えば、第１の解決手法と第３の解決手法とを組み合わせて、物理層フレームに
おいて、PIシグナリングの情報として、多重化の方式を判別するための判別情報を含める
とともに、階層（FDM階層又はLDM階層）ごとに、P2シンボルを配置することも可能である
。これにより、受信装置３０において、物理層フレームの処理時に、多重化の方式を判別
できるだけでなく、物理層フレームのプリアンブルを、FDM化又はLDM化することができる
。
【０５３４】
（他の多重化方式）
　また、上述した説明では、多重化の方式として、周波数分割多重化方式（FDM）、時分
割多重化方式（TDM）、及び階層分割多重化方式（LDM）の３つの多重化の方式を例示した
が、例えば、階層時分割多重化方式（LDM_TDM）や階層周波数分割多重化方式（LDM_FDM）
など、他の多重化の方式が含まれるようにしてもよい。また、多重化の方式は、周波数分
割多重化方式（FDM）、時分割多重化方式（TDM）、及び階層分割多重化方式（LDM）の３
つの多重化の方式に限らず、２以上の多重化の方式であれば、いずれの方式であってもよ
い。
【０５３５】
（他の放送方式への適用）
　上述した説明としては、デジタルテレビ放送の規格として、日本等で採用されている方
式であるISDB(Integrated Services Digital Broadcasting)を中心に説明したが、本技術
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は、米国等が採用する方式であるATSC(Advanced Television Systems Committee)や、欧
州の各国等が採用する方式であるDVB(Digital Video Broadcasting)などに適用するよう
にしてもよい。
【０５３６】
　すなわち、現状のATSCやDVBにおいても、複数の多重化の方式（例えば、FDM，TDM，LDM
など）を、同一の放送システムにより実現するための方式は規定されておらず、本技術を
適用することで、複数の多重化の方式を、同一の放送システムで実現する場合に、より柔
軟な運用を行うことが可能となる。また、上述した階層（FDM階層）は、概念的にはPLP(P
hysical Layer Pipe)として捉えることも可能である。この場合、複数階層は、M-PLP(Mul
tiple-PLP)であるとも言える。
【０５３７】
　また、デジタルテレビ放送の規格としては、地上波放送のほか、放送衛星（BS)や通信
衛星（CS）等を利用した衛星放送や、ケーブルテレビ（CATV）等の有線放送などの規格に
も適用することができる。
【０５３８】
（パケットやシグナリングの他の例）
　また、上述したパケットやフレーム、シグナリング（制御情報）などの名称は、一例で
あって、他の名称が用いられる場合がある。ただし、これらの名称の違いは、形式的な違
いであって、対象のパケットやフレーム、シグナリングなどの実質的な内容が異なるもの
ではない。
【０５３９】
　また、本技術は、伝送路として、放送網以外の伝送路、すなわち、例えば、インターネ
ットや電話網等の通信回線（通信網）などを利用することを想定して規定されている所定
の規格（デジタル放送の規格以外の規格）などにも適用することができる。その場合には
、伝送システム１（図１）の伝送路として、インターネット等の通信回線が利用され、デ
ータ処理装置１０や送信装置２０の機能は、インターネット上に設けられた通信サーバに
より提供される。そして、当該通信サーバと、受信装置３０とが、通信回線を介して双方
向の通信を行うことになる。
【０５４０】
＜１１．コンピュータの構成＞
【０５４１】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行することもできるし、ソフトウェアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行する場合には、そのソ
フトウェアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。図７２は、上
述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウェアの構成例を示
す図である。
【０５４２】
　コンピュータ１０００において、CPU(Central Processing Unit)１００１、ROM(Read O
nly Memory)１００２、RAM(Random Access Memory)１００３は、バス１００４により相互
に接続されている。バス１００４には、さらに、入出力インターフェース１００５が接続
されている。入出力インターフェース１００５には、入力部１００６、出力部１００７、
記録部１００８、通信部１００９、及び、ドライブ１０１０が接続されている。
【０５４３】
　入力部１００６は、キーボード、マウス、マイクロフォンなどよりなる。出力部１００
７は、ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記録部１００８は、ハードディスクや不揮
発性のメモリなどよりなる。通信部１００９は、ネットワークインターフェースなどより
なる。ドライブ１０１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、又は半導体メ
モリなどのリムーバブル記録媒体１０１１を駆動する。
【０５４４】
　以上のように構成されるコンピュータ１０００では、CPU１００１が、ROM１００２や記
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録部１００８に記録されているプログラムを、入出力インターフェース１００５及びバス
１００４を介して、RAM１００３にロードして実行することにより、上述した一連の処理
が行われる。
【０５４５】
　コンピュータ１０００（CPU１００１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージ
メディア等としてのリムーバブル記録媒体１０１１に記録して提供することができる。ま
た、プログラムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送と
いった、有線又は無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【０５４６】
　コンピュータ１０００では、プログラムは、リムーバブル記録媒体１０１１をドライブ
１０１０に装着することにより、入出力インターフェース１００５を介して、記録部１０
０８にインストールすることができる。また、プログラムは、有線又は無線の伝送媒体を
介して、通信部１００９で受信し、記録部１００８にインストールすることができる。そ
の他、プログラムは、ROM１００２や記録部１００８に、あらかじめインストールしてお
くことができる。
【０５４７】
　ここで、本明細書において、コンピュータがプログラムに従って行う処理は、必ずしも
フローチャートとして記載された順序に沿って時系列に行われる必要はない。すなわち、
コンピュータがプログラムに従って行う処理は、並列的あるいは個別に実行される処理（
例えば、並列処理あるいはオブジェクトによる処理）も含む。また、プログラムは、１の
コンピュータ（プロセッサ）により処理されるものであってもよいし、複数のコンピュー
タによって分散処理されるものであってもよい。
【０５４８】
　なお、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０５４９】
　また、本技術は、以下のような構成をとることができる。
【０５５０】
（１）
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、多重化の方式を判別可能
な判別情報を含む前記物理層フレームを生成する生成部と、
　前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部と
　を備える送信装置。
（２）
　前記判別情報は、前記物理層フレームの先頭に挿入されるフレーム同期シンボルで用い
られる、多重化の方式ごとに異なる同期パターンである
　前記（１）に記載の送信装置。
（３）
　前記判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報である
　前記（１）に記載の送信装置。
（４）
　前記シグナリングは、P1シンボルのP1シグナリングである
　前記（３）に記載の送信装置。
（５）
　前記多重化の方式は、周波数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化方式（TDM）、及び
階層分割多重化方式（LDM）のうちの少なくとも１つの方式を含んでいる
　前記（１）乃至（４）のいずれかに記載の送信装置。
（６）
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、多重化の方式を判別可能
な判別情報を含む前記物理層フレームを生成し、
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　前記物理層フレームを、放送信号として送信する
　ステップを含む送信方法。
（７）
　放送信号を受信する受信部と、
　前記放送信号から得られる物理層フレームに含まれる判別情報に基づいて、所定の多重
化の方式で多重化された前記物理層フレームの多重化の方式を判別し、前記物理層フレー
ムを処理する処理部と
　を備える受信装置。
（８）
　前記判別情報は、前記物理層フレームの先頭に挿入されるフレーム同期シンボルで用い
られる、多重化の方式ごとに異なる同期パターンである
　前記（７）に記載の受信装置。
（９）
　前記判別情報は、前記物理層フレームに含まれる物理層のシグナリングの情報である
　前記（７）に記載の受信装置。
（１０）
　前記シグナリングは、P1シンボルのP1シグナリングである
　前記（９）に記載の受信装置。
（１１）
　前記多重化の方式は、周波数分割多重化方式（FDM）、時分割多重化方式（TDM）、及び
階層分割多重化方式（LDM）のうちの少なくとも１つの方式を含んでいる
　前記（７）乃至（１０）のいずれかに記載の受信装置。
（１２）
　放送信号を受信し、
　前記放送信号から得られる物理層フレームに含まれる判別情報に基づいて、所定の多重
化の方式で多重化された前記物理層フレームの多重化の方式を判別し、前記物理層フレー
ムを処理する
　ステップを含む受信方法。
（１３）
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、その先頭に、物理層のシ
グナリングが集中して配置された前記物理層フレームを生成する生成部と、
　前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部と
　を備える送信装置。
（１４）
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、その先頭に、物理層のシ
グナリングが集中して配置された前記物理層フレームを生成し、
　前記物理層フレームを、放送信号として送信する
　ステップを含む送信方法。
（１５）
　放送信号を受信する受信部と、
　前記放送信号から得られる物理層フレームの先頭に集中して配置された物理層のシグナ
リングを取得し、前記物理層フレームを処理する処理部と
　を備える受信装置。
（１６）
　放送信号を受信し、
　前記放送信号から得られる物理層フレームの先頭に集中して配置された物理層のシグナ
リングを取得し、前記物理層フレームを処理する
　ステップを含む受信方法。
（１７）
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、階層ごとに、P2シンボル
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　前記物理層フレームを、放送信号として送信する送信部と
　を備える送信装置。
（１８）
　所定の多重化の方式で多重化された物理層フレームであって、階層ごとに、P2シンボル
のP2シグナリングが配置された前記物理層フレームを生成し、
　前記物理層フレームを、放送信号として送信する
　ステップを含む送信方法。
（１９）
　放送信号を受信する受信部と、
　前記放送信号から得られる物理層フレームの階層ごとに配置されたP2シンボルのP2シグ
ナリングを取得し、前記物理層フレームを処理する処理部と
　を備える受信装置。
（２０）
　放送信号を受信し、
　前記放送信号から得られる物理層フレームの階層ごとに配置されたP2シンボルのP2シグ
ナリングを取得し、前記物理層フレームを処理する
　ステップを含む受信方法。
【符号の説明】
【０５５１】
　１　伝送システム，　１０，１０－１乃至１０－Ｎ　データ処理装置，　２０　送信装
置，　３０，３０－１乃至３０－Ｍ　受信装置，　４０，４０－１乃至４０－Ｎ　通信回
線，　５０　放送伝送路，　１１１　コンポーネント処理部，　１１２　シグナリング生
成部，　１１３　マルチプレクサ，　１１４　データ処理部，　２１１　データ処理部，
　２１２　変調部，　３１１　RF部，　３１２　復調部，　３１３　データ処理部，　１
０００　コンピュータ，　１００１　CPU



(52) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(53) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(54) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(55) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(56) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(57) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(58) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】



(59) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】



(60) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】



(61) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図３７】 【図３８】

【図３９】 【図４０】



(62) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図４１】 【図４２】

【図４３】 【図４４】



(63) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図４５】 【図４６】

【図４７】 【図４８】



(64) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図４９】 【図５０】

【図５１】 【図５２】



(65) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図５３】 【図５４】

【図５５】 【図５６】



(66) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図５７】 【図５８】

【図５９】 【図６０】



(67) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図６１】 【図６２】

【図６３】 【図６４】



(68) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図６５】 【図６６】

【図６７】 【図６８】



(69) JP 6953693 B2 2021.10.27

【図６９】 【図７０】

【図７１】 【図７２】



(70) JP 6953693 B2 2021.10.27

10

フロントページの続き

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１１／０２９９４９３（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２０１１－５１５８８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２６９８２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－０６４１６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              ATSC，ATSC Standard:A/321, System Discovery and Signaling，ATSC，2016年03月，<https://
              www.atsc.org/atsc-30-standard/a3212016-system-discovery-signaling/>

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｈ　　２０／２８
              Ｈ０４Ｎ　　２１／２３６
              Ｈ０４Ｊ　　　１／００
              Ｈ０４Ｊ　　　３／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

